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わき上がる風てロマンの町づくり

( No. 1 71)  
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5月18日、町民運動場及びトレーニソグセ‘ノターで86人が参加して少年スポーツ大会

（キックベースボール・ニュースポーツ）が行われました。

(16頁に関係記事掲載）
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町民のうごき

人口 3,269人（士0)

男 1,580人 (+5)

女 1,689人 (-5)

世帯数 1,008蒜(+1) 

（平成 9年 5月31日現在）



@。R。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります (IBJ民憲章） l鯛躙 (2) 

第
四
回
全
国
風
鈴
・
う
ち
わ
展
開
始

「
風
と
生
活
文
化
」
を
テ
ー
マ
に

風
の
博
物
館
に
お
い
て
、
地
域
に
昔

か
ら
伝
わ
る
珍
し
い
「
風
鈴
・
う
ち

わ
」
を
六
月

一
日
か
ら
九
月
二
十
九

日
ま
で
展
示
し
ま
す
。

風
鈴
は
、
岩
手
県
の
四
十
奏
風
鈴

を
は
じ
め
、
東
京
の
江
戸
風
鈴
、
兵

庫
県
の
火
箸
風
鈴
、
長
崎
県
の
ビ
ー

ド
ロ
風
鈴
な
ど
約
―
―
一
百
点
を
展
示
。

う
ち
わ
は
、
三
重
県
の
和
紙
を
二
重

出
班
~
磁
ば
磁
磁
班
帯
磁
磁
班
帯
磁
班
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班
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班
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＂
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比
磁
磁
磁
班

”
十
六
羽
の
子
供
た
ち
と
大
空
へ
“

第
九
回
「風
の
映
画
祭
」ご
案
内

今
回
の
作
品
は
、
事
故
で
母
親
を

亡
く
し
た
十
四
歳
の
少
女
が
、
十
年

間
も
会
っ
た
こ
と
の
な
い
父
親
に
引

き
取
ら
れ
カ
ナ
ダ
に
や
っ
て
来
る
。

あ
る
日
、
森
で
親
を
亡
く
し
た
グ
ー

ス
の
卵
を
見
つ
け
、
少
女
は
十
六
羽

の
母
親
役
に
な
り
飛
ぶ
こ
と
を
教
え

て
い
く
。
そ
れ
が
二
人
に
と
っ
て
十

年
間
の
空
白
を
取
り
戻
し
信
頼
と
理

解
を
築
く
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
熱

い
感
動
を
与
え
る
作
品

「
グ
ー
ス
」

を
上
映
い
た
し
ま
す
。
ご
家
族
お
友

達
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
前
売
券
は
、
農
協
及
び
役
場
、

風
の
博
物
館
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
風
の
映
画
会
」
会
員
の

募
集
も
常
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

（第9回「風の映画祭」）
＊日時 7月19日（土）
＊場所風の博物館(2階）ホー）レ

＊上映プログラム 日本語版
◇昼の部 15 : 00~16 : 50「グース」
◇夜の部 19 : 00~21 : 20「グース」

＊入場料金

区 分 前売券当日券

ー ＇ 般 1.000円 1.200円

小中高生・シニア 800円 900円
風の映画会員は無料〔常時受付中〕
幼稚國児以下は無料〔保護者同伴〕
シニアとは65歳以上の方

＊主催風の映画会
＊共催 コープ大洲平和実行委員会

゜禾人は現在自営業
てすが、昔 2年

間ほど会社勤めをし

ていたときがありま

した。そのとき加入

していた厚生年金は

どうなるのですか？
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こ
こ
が

知
り
た
い

Q

&

A

 

〇竺門::鸞門:::
金の被保険者期間に見合った老齢

厚生年金を受けることができます。

また、厚生年金の加入期間は国民

年金の加入期間に合算できます。

〇厚生年金（共済組合）の加入者は同時に国民年金

の加入者

サラリーマンが加入する

厚生年金（共済組合）の加入

者は、同時に国民年金の加

入者でもあります。そのた

め、将来は厚生年金と国民

年金の両方から年金を受け

られることになります。

透
か
し
彫
り
に
し
た
日
永
う
ち
わ
を

は
じ
め
、
千
葉
県
の
房
州
う
ち
わ
、

藍
染
め
う
ち
わ
、
繭
う
ち
わ
な
ど
約

三
百
点
を
展
示
。
館
内
に
は
、
風
鈴

の
涼
し
げ
な
音
色
が
流
れ
訪
れ
た
人

の
心
の
な
か
を
奏
で
て
く
れ
ま
す
。

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
館
＜

だ
さ
い
。

も料入 二額 十 二
‘のし十が年十皆

加免 ‘五保間歳さ
入除保年障加かん
期の険以さ入らが
間扱料上れす六加 40藷U1I:0)｝i0)
にいを公まる十入
応を納的すと歳す
じ受め年が‘まる
た け る 金 ‘満で国
老たか制そ額の民
齢場‘度のの間年
基合保に間年の金
礎に険加に金四は

一
年金権確保

(J)ために

年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
制
度
に
加
入
し
て
い
て

も
保
険
料
を
納
め
て
い
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
二
十
五
年
の
資
格
期
間
を
満
た

さ
ず
、
無
年
金
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
六
十
歳
以
上
で
も

六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
加
入

期
間
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
な
い
方
や
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い
方
に

つ
い
て
、
加
入
期
間
を
増
や
す
道
が

開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
受
給
権
の
確
保
を
図
る
た

め
に
、
加
入
期
間
が
不
足
し
て
い
て

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い
方

に
は
、
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満

の
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
る
特

例
を
設
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
特
例
に
つ
い
て
は
昭

和
三
十
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
六
十
五
歳
以
前
の
任
意
加

入
と
異
な
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
を
満
た
し
た
場
合
は
、

任
意
加
入
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
の
国
民
年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



(3) ⑲。R。隆） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鯛別毎

〔
総
務
委
員
会
〕

◎

森

繁

夫

0
山

崎

退

和

氣

邦

嗣

渡

邊

弘

務

議

長

下

石

副

議

長

和

氣

・
常
任
委
員
会

◎
は
委
員
長

0
は
副
委
員
長

（
敬
称
略

勲
邦
嗣

五
月
十
五
日
、
肱
川
町
議
会
臨
時

会
が
開
か
れ
、
次
の
と
お
り
正
副
議

長
の
選
挙
お
よ
び
委
員
会
の
構
成
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

保

女性の人権問題に関する
（セクシャルハラスメント等を含む）

1 2時間電話相談

国土緑化推進機構

緑化功労者を受賞
河 野 森 林 組合長

多
年
に
わ
た
り

国
土
緑
化
運
動
の

推
進
に
尽
力
し
た

功
績
に
よ
り
、
肱

川
町
森
林
組
合
の

河
野
美
治
組
合
長

が
、
こ
の
ほ
ど
（
社
）
国
土

緑
化
推
進
機
構
の
「
緑
化

功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

五
月
十
八
日
、
宮
城
県

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
全

国
植
樹
祭
の
席
上
、
表
彰

式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

河
野
組
合
長
は
、
昭
和

二
十
六
年
か
ら
現
在
ま
で

森
林
組
合
事
業
の
推
進
を
通
じ
、
地

域
の
緑
化
と
林
業
振
興
に
努
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

今
回
の
受
賞
を
お
祝
い
す
る
と
と

も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
ま
す
。

を

肱
川
町
議
会
臨
時
{

沖

野

恒

三

福

山

二

宮

秀

一

〔
産
業
委
員
会
〕
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泉

福

男

0
山

口

吉

浩

下

石

勲

神

井

恵

一

郎

石

河

次

郎

沖

浦

賢

嗣

松
本
金
次
郎

〔
山
鳥
坂
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
〕

◎

松

本

金

次

郎

〇

神

井

恵

一

郎

渡

邊

弘

務

和

氣

邦

嗣

山

崎

退

山

口

吉

浩

二

宮

秀

一

〔
監
査
委
員
〕

沖

浦

賢

嗣

相談内容

日 時

電話番号

相談担当者

主 催

女性差別・家庭問題等女性の人権問

題に関するあらゆる相談

（無料 ••秘密厳守）

平成 9年 7月17日（木）

午前 9時～午後 9時

フリーダイヤル

人権擁護委員

0120-025-550 

弁護士 法務局職員

松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連合会

ー 5 ふれあいと対話が築く

明 る い 社 会
7月は

「社会を明る＜する運動」月間です

保護司及び更生保護婦人会員等が‘‘社会を明る＜

する運動”地区実施委員会では、 7月を運動月間と

して少年の非行防止と更生の援助のため、地域住民

の理解と参加を求め、非行防止の運動を行っており

ます。

特に最近は「いじめ」が社会問題となっておりま

す。

この機会に少年非行問題に関心を持って、明るい

地域社会づくりにご協力をお願いいたします。

ア月13日は愛媛県議会議員喜多郡選挙区補欠選挙の投票日
▼ ▼ ▼ ▼,.....人結区媛

委わ選応後午十七場不投てま午七投七告選 をき び 私 補 県 七
云員せ挙接五前二月所在票'-で前月票月示挙 選れった欠議月
三会はに室時八旦四 者所'- 七十日四日の びいくち選ム十
四へ肱関＾ま時 日 投はし、 時三 日 日 まな大の挙籠＝

二 町る胃肱干王金 爾後津
程 し選切暮の員亘

三 塁乱隻翡忍二誓 間五 午日 -
ょ挙なら投喜

及時 i - つで選し票多日
゜立挙に旦郡丘

管い 役ら間七 びま居 六
理合 場午で月 -谷時

派『直t選‘
な。接。挙愛



9。@。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鯛別倦 (4)

愛媛県八幡浜地方局
庁舎移転のお知らせ

平成9年7月7日（月）から新庁舎

で業務を開始。

（新住所）

八幡浜市北浜 1丁目 3番37号

（電話番号）

0894-22-4111 

今
回
か
ら
新
、
ソ
リ
ー
ズ
と
し
て

「`
み
ん
な
で
防
ご
う
住
宅
火
災
」
に

つ
い
て
連
載
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。住

宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
建
物

火
災
に
よ
る
死
者
の
九
割
以
上
を
占

め
て
お
り
、
特
に
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
は
、
そ
の
半
数
を
占
め
る
と

と
も
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
死

亡
率
も
他
の
年
齢
層
に
比
べ
極
め
て

暮らしに安心

「住宅防火診断」
／ 

怠/
千▼可

高
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
と
高
齢
化
社
会

が
進
ん
で
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、

火
災
に
よ
る
死
者
が
ま
す
ま
す
増
加

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

新
、
ソ
リ
ー
ズ
の
は
じ
め
に
、
「
住

宅
防
火
診
断
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す。
こ
の

「
住
宅
防
火
診
断
」
は
、
川

上
支
署
の
職
員
が
各
家
庭
に
お
伺
い

し
て
火
を
取
り
扱
っ
て
い
る
場
所
や

火
を
使
用
す
る
器
具
な
ど
を
見
せ
て

い
た
だ
き
火
災
に
対
す
る
安
全
性
を

診
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
防
火
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。現

在
、
川
上
支
署
で
は
六
十
五
歳

以
上
の
独
居
老
人
宅
や
老
夫
婦
世
帯

宅
の
「
住
宅
防
火
診
断
」
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
防
ご
う

住

宅

火

災

(1) 

川上支署

7
 
月 は河川愛護月間です

8月3日 環境美化デー

建設省大洲工事事務所

肱 川 町

清らかな水の流れと恵まれた河川は、地域社会に憩いと潤いを与えるとともに、環境づくりの中心的な役

割を果たしており、近年都市化の進展等により河川空間への住民の期待は高まる一方です。「川は美しいも

の」，「親しみのあるもの」そんな考えが十分人々にいきわたるように、昭和48年以来豊かで住みよい国土建

設を推進するため毎年七月を「河川愛護月間」と定め、この月間中に河川愛護の思想を広げ、河川環境を積

極的に整備することによって、河川を常に安全で美しく利用し、管理する気運をたかめるための運動を展開

します。

運動は「水辺にやすらぎ、心にゆとり 」の推進標語をもとに、建設省・県・市町村等においてさまざまな行

事を予定しておりますが、皆様の積極的な参加・ご協力をお願いします。

[ ;；腐腐言翌閂正？雲:等にも積極的に参力］して]

土砂災害防止月間

6月1日～30日

みんなで防ごう±砂災害



(5) ⑲。＠。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 鰤冽毎

ハローワークアンサー
をご判晟lください。

ハロ ーワークアンサー（電話 ・FAX
自動応答システム）とは雇用保険の失

業給付やいろいろな助成金等について

ハローワーク（公共職業安定所）の窓口

に代わって

いつでもどこからでも電話またはFAX

で案内するサーピスです。

ご利用をお待ちしております。

ハローワークアンサーの電話番号

089 -943 -8609 

ハ ロ ーワーク大洲

（大洲公共職業安定所）

部落長名簿 平成 9• 10年度

部落 名 氏 名 部落名 氏 名

小 畑井 城戸 一博 下鹿野 川 冨永 成rm ー

萩野尾 北 JII 静雄 上鹿野 川 中岡 博

汗 生 中野富士雄 牙，、 造 武田 美 登

道野尾 東 米男 見の越 城戸寿恵長

上森山 中 川 高徳 月，野尾 ,品氷、 建夫

八重栗 芦匡氷‘ 員 盛 下敷水 和 気 秀 久

山 槌 熊野 洋 敷 水 谷田 善 和

協 生 谷本 孝治 上敷水
，晶~ ＿＿ 氷ヽ 和 夫

晶---'--- 城 中岡 良雄 下嵯峨谷 1 寺岡 勝信

.:I±. 、/‘ 栄 福嶋 清 春 下嵯峨谷2 渡辺 勝美

中居谷 吉田 盛幸 上嵯 峨 谷 和 気 巨巨 ）^ 1 ~ 

白 石 久保 正幸 菟野尾 冨永 清 輝
旦彩／ 地 冨永 武 雄 橡の木瀬 中 川 和 子

広 常 小中 正信 柳 東 員一

久 保 前田 戊ザ吾= 郷 藤原勝亜記

大 平 上田 正 義 市之畦 三瀕 正

大屋敷 仲 清 武 瓜 生谷 浜田 律朗

森 兵 頭 茂 町 福島 清繁

肱 栄 和 気 治夫 藤野原 石田 保

大 和 小西 慶重 小 倉 滝野 寿 満

中 野 白岩 政美 中 津 二宮 豆ヌ

小 藪 藤井 正

新
し
い
部
落
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。

町
と
住
民
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
町
行
政
の
推
進
・
部
落
振
典
の

た
め
今
後
二
年
間
何
か
と
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 新

し
い
部
落
長

ご存じですか？
平成10年 2月から郵便番号が7ケタ

になります。

肱川郵便局では、 5月に

肱川町を含む喜多郡内の 7

ケタ新郵便番号を、お知ら

せしま したが、新郵便番号

簿は、 8月以降肱川町内の

全戸へ配布します。

この新郵便番号制のスター

トは、郵便事業を一層効率

化し、お客様になるべく安い料金での良質のサービ

スをお届けするために、変更するものです。

なお、郵便をはじめ、郵便貯金、簡易保険の三事

業は、国営・非営利の事業として、事業の収入で支

出をまかなう独立採算制で運営されており、税金は

一切使われておりません。

つきましては、皆様のご理解とご協力をお願いい

たします。

℃ 新蔀便番号キャラクター 【ポストン】

国
便
局
か
ら
お
知
ら
せ
〗

入院中の食事代………………

患者は入院中の食事代の一部を負担します。

負担する額は

゜
ただし、次の場合には、 負担額が軽減されます。

1.市町村民税非課税の世帯に属する方等で、標準負

担額の減額認定をうけている場合…… 1日650円

（入院日数が90日を超えている場合… 1日500円）

2.市町村民税非課税の世帯に属する方等で、老齢福

祉年金を受給している場合………••• 1日300円

※減額認定の有効期限は 5月31日で切れています。

現在入院中の方は再度申請してください。

1日につき＞

お父さん
忠信さん

お母さん

数子さん

l
i
i
i
i
i‘
 

福
田
朗
太
く
ん
（下
鹿
野
川
）

平
成
7
年
7
月

2
4
日
生

1
歳
11
カ
月

No.〈ね庫の西〉＠
久 はものおか

平保 - の 歳 つ で 名
1成 味ごにと太前
歳 7智t 巨 し し り つ の
10年也ゃ を と て マ ち と
力 8 く 感たすイよお
月月ん じたでぺ°り

23厨 るずに lの‘

旦拇 。しま、そ、忍合悶

にのこりら

智
く
ん
が
今
一
番
輿
味
が
あ

る
の
は
ト
ラ
ッ
ク
で
す
。
小
さ

い
頃
か
ら
乗
っ
て
た
の
で
大
好

き
で
す
。

た
ま
に
パ
パ
と
も
一

緒
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

妹
が
で
き
だ
い
ぶ
お
兄
ち
ゃ

ん
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

お父さん
永一郎さん

お母さん
紀子さん
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「
快
食
・
快
眠
・
快
便
」
。
健
康
量
で
あ
れ
ば
、
一
日
当
た
り
は
五
十

状
態
を
端
的
に
表
す
言
葉
と
し
て
グ
ラ
ム
）
。

昔
か
ら
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
適
切
な
排
便
量
の
確
保
に
は
、
穀

一
し
、
こ
の
な
か
で
、
快
便
と
い
う
類
や
野
菜
類
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
、

一

言

葉

が

最

近

、

軽

ん

じ

ら

れ

て

い

便

通

に

よ

い

と

[
gで

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

l

さ
れ
る
食
物
繊

気
持
ち
良
く
排
便
す
る
と
い
う

-

維
が
大
ぎ
く
関

l

係
し
て
き
ま
す
。

ら

一
こ
と
は
、
よ
く
食
べ
、
よ
く
眠
る

＋
6

一

ヽ

一
の
と
同
じ
よ
う
に
健
康
に
と
っ
て

‘
t
カ

―

日
当
た
り
百

一
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
て

t

慣

た

口
い
い
い
[

習

ズ

の

に

必

要

な

一

唸

日
の
食
物
繊
維

一一適
切
な
排
便
量
と

一
食

物

繊

維

の

摂

取

量

の

摂

取

量

は

、
活

小

学

校

の

低

学

一一;
｀
〗
〗
口
<
〗
〗

[
Lげ

い
生
汀
口
〗
〗
広
か
っ
て
ぎ
て
い
る
よ
う
て
す
。

一

れ
以
上
の
年
齢
ま
た
、
毎
日
排
便
す
る
子
ど
も
(

x
 

で
は
二
十
？
二
割
合
は
一
二
八
％
に
過
ぎ
ず
、
特
に

一

=
か
°
適
切
な
排
便
量
を
示
す
指
標

卜

6

し

一
と
し
て
、
大
腸
が
ん
の
発
症
率
が

[

あ
り
ま
す
。
排
便
量
が
少
な
い
ほ

卜

6

+
五
グ
ラ
ム
で
女
子
で
は
高
学
年
に
な
る
ほ
ど
、

一

一

す
。
現
在
、
日
そ
の
割
合
は
低
く
な
り
ま
す
。
一

一
一
ど
大
腸
が
ん
の
発
症
率
は
高
く
な

本
人
の
平
均
的
排
便
の
習
慣
は
単
に
食
事
だ
け
一

一

一
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
一

一
日
当
た
り
の
排
便
量
が
百
五
十
グ
な
食
物
繊
維
の
摂
取
量
は
約
十
六
グ
で
な
く
、
生
活
の
リ
ズ
ム
も
大
き
一

一
ラ
ム
（
バ
ナ
ナ
一
本
ぐ
ら
い
の
大
ラ
ム
で
す
が
、
若
い
人
ほ
ど
少
な
く
く
影
響
し
ま
す
。
子
ど
も
の
と
ぎ
一

き

さ

）

以

下

に

な

る

と

、

食

べ

た

な

る

傾

向

が

あ

り

ま

す

。

か

ら

毎

朝

ゆ

っ

く

り

と

排

便

で

ぎ

=

一―
―

 

一
も
の
が
大
腸
の
中
に
と
ど
ま
る
時
こ
れ
は
、
日
本
人
の
食
生
活
が
変
る
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
こ
と
が
一

一

間

が

著

し

く

長

く

な

り

、

そ

の

結

化

し

た

こ

と

に

よ

り

、

昔

に

比

べ

て

大

切

で

す

。

一

一

果

、

大

腸

が

ん

が

発

症

し

や

す

く

食

物

繊

維

を

摂

取

す

る

こ

と

が

難

し

一

一

な

る

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

（

四

く

な

っ

て

い

る

の

が

原

因

の

よ

う

で

一

一
L
 

一
日
に
一
回
、
二
百
グ
ラ
ム
の
排
便
す
。

r

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
~
ー
ー
ー
ー
ー
ー

K

高校生の税の作文募集

1 応募資格

高校生であればどなたでも応募でぎます。

2 テーマ
次の例のとおり、税に関することであれば何でも結構

です。

0税や税務署についての意見

0税について学習したことについての意見や惑想

0税務署や公共的な施設を見学したことがあればその

体験や印象

0税についての家族の体験談やまわりの方の話を聞い

て自分が考えたこと 等

3 応募点数と字数

1人 1編。 3,000字以内

4 応募の締切り

平成 9年 9月 8日（月）

5 表彰

優秀作品には、賞状と記念品を贈呈します。

6 応募先

大洲市大洲689番地

大洲税務署

なお、応募作品の末尾には応募者の住所、氏名、学校

名、学年、学校の所在地をご記入ください。

税務職員（税務大学校生）の募集！

第二次試験

一人事院・国税庁ー一—
●受験資格

昭和52年 4月 2日～昭和55年 4月 1日生まれの者

●試験の程度

高校卒業程度

●受付期間

平成 9年 6月25日（水）～ 7月 2日（水）まで

●試験日と試験内容

第一次試験平成 9年 9月 7日（日）

適性試験及び作文試験

平成 9年10月16日（木）から10月23日

（木）までの間の 1日

人物試験及び身体検査

教養試験

●合格者発表

第一次試験合格者発表

最 終 合 格 者 発 表

問い合わせ

高松国税局人事第二課試験研修係まで

〒760高松市天神前 2-10 云 0878-31-3111

10月13日（月）

11月14日（金）
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副会長

曽根久幸氏

会長

中居喜代光氏

町
老
連
総
会
開
催

会
長
に
中
居
喜
代
光
氏

霧冽毎

社゚
協
だ
よ
り

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

が
五
月
九
日
、
肱
川
町
公
民
館
に
お

い
て
来
賓
多
数
の
も
と
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
班
長
以
上
八
十
五
人
の
出
席
が
あ

り
、
平
成
八
年
度
の
事
業
報
告
、
決

算
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

八
年
度
は
、
想
い
出
の
文
集
の
発
刊

な
ど
多
く
の
事
業
が
あ
り
、
決
算
も

予
算
を
大
き
く
上
回
る
事
に
な
っ
た
。

会
員
の
方
々
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ

り
、
事
務
局
に
対
し
て
も
多
大
の
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
る
し
だ
い
で
す
。
時
代
は
変
わ
り

激
動
の
今
日
、
現
代
社
会
は
や
や
も

す
る
と
人
間
の
心
が
す
さ
み
、
故
郷

を
想
い
出
す
機
会
さ
え
見
失
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
本
古
来
の

家
族
制
度
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
今
日
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
守
っ
て
い

く
か
が
今
後
の
老
人
会
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

新
会
長
に
中
居
喜
代
光
氏
、
副
会

長
に
曽
根
久
幸
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
期
間
は
平
成
十
年
―
―
―
月
三
十
一

日
ま
で
の
一
年
と
な
り
ま
す
。
前
会

長
の
西
本
源
格
氏
は
健
康
上
（
病
気

入
院
）
の
理
由
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
前
会
長
の
三
年
間
は
町
老
人

会
に
と
っ
て
も
数
々
の
業
績
を
残
さ

れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
の
普

及
、
八
局
管
内
の
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
連
合
会
主
催
合
同
旅
行
、
想

い
出
文
集
の
発
刊
な
ど
数
え
き
れ
な

い
く
ら
い
の
仕
事
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
長
い
間
本
当
に
ご
苦
労
様

で
し
た
。
今
後
と
も
町
老
人
会
に
対

し
ま
し
て
温
か
い
ご
指
溝
を
お
願
い

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
事
終
了
後
、
町
内
在
住
の
バ
ソ

肱川町社会福祉協議会
B (0893) 34-2340 

ト
ッ
ク
先
生
よ
り
講
話
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
京
子
夫
人
の
通
訳
の
も

と
先
生
の
、
お
い
た
ち
、
な
ぜ
日
本

に
来
た
か
、
肱
川
町
に
住
ん
だ
訳
、

肱
川
町
民
に
求
め
る
も
の
な
ど
聞
く

事
に
よ
っ
て
老
人
会
と
先
生
と
の
親

し
み
が
出
来
た
よ
う
で
す
。
先
生
に

対
し
て
質
問
も
多
く
あ
り
、
今
度
は

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に
来
て
話
し
て
下

さ
い
と
の
宿
題
も
い
た
だ
い
た
よ
う

で
す
。
講
旗
の
あ
と
、
な
ご
や
か
に

親
睦
会
に
入
り
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

博
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
芳
志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上

鹿

野

川

中

岡

社会福祉法人 肱川町社会福祉協議会評議員名簿

所属機関役職名 氏名 所属機関役職名 氏名

議会総務委員長 森 繁夫 中学校PTA副会長 松田龍明

部落長地区代表 久保正幸 正山小PTA会長 松本菩ー

” 石田 保 岩谷小PTA会長 城戸由幸

” 北川静雄 中野小PTA会長 森 吉満

” 中岡 博 大谷小PTA会長 前田・明弘

” 谷田菩和 予子林小PTA会長 山下新一

肱川農協組合長 鉾岩 勉 民生委員副総務 角田和三

肱川町森林組合長 河野美治 遺族会長 有友 勇

川上商工会長 久保田仁之 身障者更生会会長 安川武志

肱川中学校校長 松田正義 保護司代表 中塚 J中しハ

正山小校長 鴨川靖雄 町助役 森 繁

中野小校長 佐川虔三

大谷小校長 井内 功 社協事務局

予子林小校長 井上 寛 事務局長 松尾国和

岩谷小校長 正岡節子 専門員 松 田龍明

肱川分校教頭 玉井紀夫

＊任期 平成 9年 5月26日～平成11年 5月25日まで

、

平
成
八
年
度
の
事
業
報
告
・

＼
 

＼

決
算
報
告
を
審
議
す
る
理
事
会
・

ヽヽヽ
評
議
員
会
が
五
月
二
十
日
に
開

＼
 

＼

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
よ
り
提

ヽ＼ 
催
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
承
認

開
さ
れ
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

理
事
の
方
々
も
役
職
の
交
代

に
よ
り
六
人
が
新
理
事
と
し
て

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
評
議
員
は

別
表
の
方
々
で
す
が
、
二
年
間

い
ろ
い
ろ
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。新
理
事

中
居
喜
代
光
氏
三
瀕
次
男

下

石

勲

氏

沖

野

和

義

氏

冨
永
幸
広
氏

監

事

沖

浦

賢

嗣

氏

平成8年度． 一般会計

社会福祉協議会決算額

収入
支出

10,335,402円
9,811,417円

●心配ごと相談会計

収入 233.154円支出 202.070円
•小口貸付金会計
収入 925.806円支出 100.000円
•まごころ金庫会計
収入 12. 703.587円 支出 1.096.300円
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CQ]• いくらから預け入れできるのですか？）— — --- - - - - - -------T

ロ1,000円か ＇ ら1円単位で預け入れすることができます。 ： 

-------------------------------------------------------------------------------」

( Q2．預け入れ期間はどのくらいですか？）— — - --------- - ----i
闘 竺月以上5年未満で、ご希望の満期日を指定できる期日 i
，拓定方式と1か月 ・3か月 ・6か月 ・1年 ・2年 ・3年 ・4年 ・5: 

， 年の定型方式のいずれかのプラソをお選びでき、金利動 i
： 向や目的に合わせた資金運用ができます。

••一--------------- - - - - - -- - ------------ - --- -- ---- - - --- - - ---------- --- ---- - ----- - -

｝ 
〈Q3．金利はどうなんですか？ ）―――--------------------------------------------------------―’

闘o市'場金利の動向に応じて、当 JAが独自に設定する利率でお預け入れで；

： きます。

: 0お預け入れの時の適用利率が変わらない確定利回りですので、安心です。；
L-------------------------------------------------------------------------------------------------------0 

(Q4．どういうメリッ トがあるのですか？ ）——----- - ----- -- ---- -- -- - - - -------- - ---- - -呵

闘 噸入期間3年以上5年までの複利型（個人）にすれば、利息は半年複

： 利で計算され、満期日に一括課税されるためお得になります。

！ 〇便利な自動継続にすれば、満期日がきても元利金または元金をそ

； のまま自動的に継続いたします。

i 0総合口座をセットすれば、イザという時でも自動的に融資がご利

： 用いただけますので安心です。
L-------------------------------------------------------------------------------------------------------0 

六
月
一
日
よ
り
県

下

一
斉
に
夏
期
金
融

推
進
運
動
を
展
開
中

で
有
り
ま
す
。

J
A
肱
川
に
於
て

も
上
期
の
推
進
と
し
て
、
夏
期
ボ
ー

ナ
ス、

ふ
れ
あ
い
定
積
、
ま
か
せ
て

決
算
運
動
で
は
、
電
気
、
電
話
、

N

H
K
、
三
大
公
共
料
金
の
口
座
振
替

を
中
心
に
推
進
運
動
を
進
め
て
お
り

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱 JII
肱川町森林組合

ま
す
。各

種
ロ
ー
ソ
の
取
扱
い
に
つ
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ー
ズ
に
有
っ
た
自
動

車
、
教
育
、
カ
ー
ド
ロ
ー
ソ
等
、
お

す
す
め
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
ご
利
用
下
さ
い
。

又
年
金
受
取
り
に
つ
い
て
は
、
便

利
な
自
動
受
取
り
を

J
A
肱
川
へ
ご

指
定
下
さ
い
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

J
A
カ
ー
ド
等
も
取
り
扱
っ
て
お
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

〈元利金自動継続〉

満期日に元金 とお利息をあわせて自動継続。

●お預け入れ ●薦期日

▲ 

利息が利息を生んで大きく

なります。

〈元金自動継続〉

お利息は指定貯金口座でお受け取りいただけます。

●お預け入れ ●満期日

▼ 
ご指定の貯金口座へ

自動入金

./AJA貯金
詳し くは窓口でお気軽にご相談下さい。

1. 旧電話番号

2. 新電話番号

肱川農協醤油工場（選果場）

0893 -34-2719 

肱川農協醤油工場

0893-34-2719 

肱川農協選果場

0893 -34 -2829 

3. 切替日 平成 9年 6月5日

拝
啓
入
梅
の
候
、
ま
す
ま
す

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
来
る

6
月

5
日
よ
り

当
組
合
の
醤
油
工
場
（
選
果
場
）

の
電
話
番
号
が
変
更
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
め
ん
ど
う
で
恐
縮
で
す
が
、

電
話
番
号
の
お
控
え
を
ご
訂
正

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

敬
具

⑮

⑯

⑨

R

 

電
話
番
号
変
更

の

お

知

ら

せ
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いつもえひめみかんジュース（返知賑産 果実分・果汁分

100%）のこ愛飲ありがとうこざいます。

今年もフレッシュなえひめみかんジュースの愛飲運動

をすすめることにいたしました。

熙産品愛用のため、みなさまの格別なご協力をお願い

いたします。

太
陽
の
贈
り
物
、
健
康
飲
料
え

ひ
め
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
の
推
進
を

県
下
一
斉
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

県
下
の
目
標
は
三

0
万
ケ
ー
ス

で
J
A
肱
川
で
も
二
戸
一
ケ
ー
ス
運

動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

農
作
業
で
汗
を
流
し
た
後
、
子
供

さ
ん
の
飲
み
物
と
し
て
是
非
共
、
飲

森
森
え
ひ
め
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス

愛

飲

運

動

実

施

中

森

森

ん
で
見
て
下
さ
い
。
生
き
返
っ

た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

果
汁
一

0
0％
で
す
の
で
健

康
に
非
常
に
良
い
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
を
お
す
す
め
致
し
ま
す
。

又
、
贈
答
品
に
も
ご
利
用
下
さ

、0し

二
月
三
日
付
で

J
A
肱
川
本
所
購

買
課
店
舗
で
臨
時
職
員
と
し
て
、
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。四

カ
月
過
ぎ
て
た
く
さ
ん
の
お
客

さ
ん
と
出
会
っ
て
ご
迷
惑
を
掛
け
た

事
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、

た
く
さ
ん
の
方
に
色
々
な
事
を
お
知

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

購

買

課

大

野

江

利

子

中

居

善

信

こ
の
度
五
月
末
日
を
以
て
、
肱
川

農
業
協
同
組
合
を
定
年
退
職
致
し
ま

し
た
。
在
職
中
は
公
私
共
に
暖
か
い

ご
指
導
ご
厚
情
を
賜
り
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
四
十
余
年
の

長
期
に
亘
り
勤
め
さ
せ
て
頂
き
あ
り

が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
百
姓
を
し
な
が
ら
町
内
で
暮
ら

し
て
い
く
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
付
き
合
い
頂

ぎ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

職

員

紹

介

退
職
の
ご
あ
い
さ
つ

7
月
1
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月
2
日
（
水
）
中
津
方
面

7
月
3
日
（
木
）
宇
和
JI
南
方
面

7
月
8
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

7
月
9
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月
10
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月
15
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月
16
日
（
水
）
中
津
方
面

7
月
17
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

7
月
22
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

7
月
23
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月
2
4
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月
29
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月
30
日
（
水
）
中
津
方
面

7
月
31
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

7
月
醤
油
配
達
予
定
表

L
P
G
配
達
予
定
表

7
月
2
日
（
水
）
大
屋
敷
・
大
平

7
月
4
日
（
金
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

7

月
7

日
（
月
）
藤
野
原
•
町

7
月
9
日
（
水
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

7
月
11
日
（
金
）
久
保

7
月
14
日
（
月
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

7
月
16
日
（
水
）
広
常
・
影
地

7
月
17
日
（
木
）
中
津
・

小
倉

7
月
18
日
（
金
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

7
月
23
日
（
水
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

7
月
25
日
（
金
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

道
野
尾
・
赤
岩

7
月
28
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

7
月
30
日
（
水
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

7
月
13
日
（
金
）
本
所
地
区

7
月
20
日
（
金
）
宇
和
川
方
面
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l `ー―／―囀囀-＿ 一年→—ー，： i 
椎茸市況・

！一 ー シ―-~ ! 
！ 
！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ! 

！ 

I ・--.... ・- -・- -・ -- -~.-,--- ・・・・-・-- -- I 

！ 
！ 平成 9年 5月27日 1乾 椎茸市況（松山椎茸市場） I ! 
！ 県森連市況 大洲木市より （単位m'当り：円） 市売日・•平成 9 年 5 月 14 日 ！ 
！ 市売数蓋•1,820 ケース 35,900kg ! 
！ ス ギ ヒノキマツ 、 平均単価 5,177円 ！ 

長さ末口径 その他銘柄別単価
！ 直曲がり直曲がり 直 ！ 
! 7 cm下本 400本 230本 545本 340 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 i
l I Is cm上 本 450本 333本 760本 742 こうこ 9,000 ~20,000 強 特 用 大 4,400~ 5,000 強 ！ 

• 14 mll3 cm上22,ooo I -144, soo I -11scm上18,000 大 厚 7,300~ 9,500 強特用中 4,600~ 5,400 強！
! 18 cm上19,800 -43,000 -4cm上20,000

！ 
24 cm上19,ooo I -143, 400 L -=l30cm上30,000 中 厚 7,600~ 9,000 強特用中小 4,400~ 5,000 強 ！ 

7 cm下本 160本 112本 212本 132 中小厚 5,400~ 6,500 強 特 用 小 3,000~ 3,800 強 ！ 

! 8 cm上本 255本 255本 334本 334 小 厚 4,000~ 4,800 強大パレ 3,200~ 4,000 強！
l I 0 m 111 cm上14,0001 122,5001 I I I•~ ! 3m  13 cm上 22,000 -36,500 -18cm上19,000 大ウス 6,200~15,000 強中パレ 3,200~ 4,000 強 i 

18 cm上 19,oooI -I 37,ooo I -~4cm上 20,000 中ウス 6,200 ~ 8,000 強中小パレ 3,000 ~ 3,800 強

! 274 ：ば悶 本二本 60本一 cm上 中小ウス 5,000~6,200 強小パレ 2,000~2,600 強 i
! 2m  8cm上本一 本一本一本 一 小ウス 3,400~ 4,400 強変形 2,800~ 6,000 強｝

! 1£,..,ll6cm上 s,ooo I -I 22. ooo I -113cm上 ジャミ 1,500~ 2,500 保色悪ウス 3,000~ 4,500 保！

! 30 cm em上
13 cm上25,100 I I 64, ooo 

どんこ大 8,000 ~15,000 強色悪パレ 2,000 ~ 3,000 保 ！ i 6m18 cm上 22500 53700 どんこ中 5,500 ~ 9,000 強 IJ粒ドソコ ～ ！ 

特選 69,000 ！ 
！ ・212,000 どんこ小 3,500 ~ 4,800 強スライス 1,500 ~ 5,800 強

！ 足 場 1m当たり円～円 概況 本年度のしいたけ共進会市は、進物系のこうこ、どんこ大、香信大～

l 
梅雨期に向かい全般に買気弱し。杉、桧共に保合で推移。 中葉は特に強い。全般に強保合で推移した。 i 

！ 備考 小径木は保合。枝打ち、優良材は品薄で強い。 参加商社は32社。 ！ 

！ 
t 

¥. 
！ ―――--――_____________________________________,_J __________________ _, 

ハ
チ
剌
さ
れ
に
よ
る

死
亡
災
害
は
、
全
国
で

年
間
約
四
十
人
近
く
に

の
ぼ
っ
て
居
る
そ
う
で

す
。
被
災
時
期
は
ハ
チ

の
活
動
が
活
発
な
六
ー

十
一
月
で
、
中
で
も
七
、

八
月
の

2
カ
月
間
に
集

中
し
て
い
ま
す
。

飛
ん
で
い
る
ハ
チ
は
、

何
も
し
な
け
れ
ば
剌
し

ま
せ
ん
が
、
ハ
チ
の
巣

に
近
づ
い
た
り
、
巣
を

振
動
さ
せ
た
り
、
巣
を

壊
し
た
り
す
る
と
ハ
チ

に
襲
撃
さ
れ
ま
す
。
ハ

チ
剌
さ
れ
に
よ
る
人
体

へ
の
影
響
は
、
人
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
、
一

度
刺
さ
れ
た
人
は
、
次

に
刺
さ
れ
る
と
症
状
が

悪
く
な
り
、
特
に
ア
レ

ル
ギ
ー
体
質
の
人
は
症

状
が
重
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
林
業
は
山
の

中
で
植
林
や
下
刈
り
等

を
行
う
た
め
、
ハ
チ
に

出
く
わ
す
機
会
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
ハ

チ
の
習
性
と
剌
さ
れ
な

い
た
め
の
工
夫
に
つ
い

て
書
い
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
い
ず
れ

の
種
も
「
黒
」
に
対
し
て
は
も
っ
と
も

激
し
く
反
応
し
攻
撃
を
加
え
ま
す
が
、

「
白
」
や
「
銀
」
に
対
す
る
反
応
は
弱
い

そ
う
で
す
。

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
場
合
、
ス
ズ
メ

バ
チ
ほ
ど
黒
色
に
対
す
る
攻
撃
性
は

な
く
、
も
っ
ば
ら
巣
の
近
く
で
動
く

物
に
対
し
て
真
っ
先
に
攻
撃
を
加
え

る
傾
向
が
あ
り
、
ミ
ツ
バ
チ
の
場
合
、

頭
髪
を
露
出
し
て
い
る
と
頭
髪
が
黒

い
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
髪
の
毛
、

毛
皮
な
ど
の
動
物
質
が
攻
撃
対
象
と

な
り
攻
撃
を
受
け
や
す
い
。

ハ
チ
を
刺
激
す
る
着
衣
と
し
て
は

ス
ズ
メ
バ
チ
の
場
合
、
純
毛
生
や
、

黒
地
の
着
衣
、
毛
皮
ひ
ら
ひ
ら
す
る

も
の
な
ど
は
、
攻
撃
を
う
け
や
す
い
。

こ
の
た
め
、
山
で
の
作
業
を
行
う

場
合
や
山
の
中
に
入
る
と
き
に
は
黒

地
の
衣
服
は
さ
け
、
地
下
足
袋
や
長

靴
を
は
き
、
長
袖
、
ソ
ャ
ツ
に
軍
手
等

を
は
め
、
帽
子
等
を
か
ぶ
っ
て
行
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
日
頃
の
生
活
に
お
い
て
、

洗
濯
物
等
に
紛
れ
込
ん
で
い
る
ハ
チ

に
刺
さ
れ
る
こ
と
も
良
く
聞
く
話
で

す
。
夏
の
終
わ
り
か
ら
初
冬
に
か
け

て
戸
外
に
干
し
て
い
る
洗
濯
物
や
布

団
の
中
に
越
冬
場
所
や
休
憩
場
所
と

し
て
潜
り
込
む
の
だ
そ
う
で
す
。
で

す
か
ら
、
日
中
に
ハ
チ
が
よ
く
飛
ん

で
い
る
よ
う
な
所
で
は
、
夕
方
に
取

り
込
む
前
に
点
検
を
心
が
け
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

簡
単
な
注
意
事
項
し
か
書
け
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ

ソ
は
ハ
チ
の
活
動
が
活
発
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
併
せ
て
、
暑
い
時
期
と

も
な
り
ま
す
が
な
る
べ
く
肌
を
露
出

し
な
い
格
好
で
、
山
に
入
っ
て
下
さ

ぃ
。
ま
た
、
ハ
チ
の
巣
に
気
づ
い
た

ら
近
く
で
の
作
業
は
避
け
て
下
さ
い
。

ハ

チ

刺

さ

れ

に

ご

林
業
改
良
指
導
員

用

心
赤
松
寛
和
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野
菜
の
長
雨
対
策

松
山
地
方
気
象
台
の
発
表
に
よ
る
と
、

今
年
の
梅
雨
（
六
ー
七
月
）
は
気
湿
が
平

年
よ
り
低
く
、
降
水
量
は
平
年
よ
り
多

い
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
露
地
栽
培
の
野
菜
に

つ
い
て
は
湿
害
対
策
に
気
を
配
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

①
湿
害
の
発
生
様
相
・
被
害

長
雨
に
よ
り
土
壌
の
通
気
性
が
不
良

と
な
り
、
根
の
呼
吸
が
阻
害
さ
れ
て
吸

水
量
が
減
少
す
る
。
そ
の
結
果
葉
中
の

水
分
が
正
常
時
に
比
べ
て
0
•
五
ー
ニ
・

五
％
減
少
し
、
そ
の
後
の
晴
天
時
に
葉

が
萎
凋
す
る
。

ま
た
、
大
雨
に
よ
っ
て
茎
葉
へ
土
が

跳
ね
返
さ
れ
て
病
害
が
発
生
し
た
り
、

日
照
不
足
に
よ
る
生
育
不
良
や
、
受
精

不
良
に
よ
る
落
花
（
果
）
や
変
形
果
が
発

生
す
る
な
ど
の
被
害
が
引
き
起
こ
さ
れ

る。②
排
水
対
策

畦
間
や
圃
場
周
囲
の
溝
を
さ
ら
え
る

と
と
も
に
、
排
水
溝
を
整
備
し
、
雨
水

が
速
や
か
に
排
出
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

転
作
田
や
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
な
ど
で
周

囲
か
ら
水
が
侵
入
す
る
恐
れ
の
あ
る
と

こ
ろ
で
は
土
盛
り
や
土
の
う
な
ど
で
雨

水
の
浸
入
を
防
止
す
る
。

③
栽
培
管
理

露
地
栽
培
で
は
雨
に
よ
っ
て
肥
料
の

流
亡
が
起
こ
る
た
め
、
生
育
状
況
を
見

文
追
肥
を
増
や
す
。

ま
た
、
老
化
葉
や
病
害
菓
を
摘
葉
し
、

風
通
し
を
良
く
す
る
と
と
も
に
健
全
葉

に
光
が
良
く
当
た
る
よ
う
に
す
る
。

⑨
⑪
@
＠
⑱
黛
）

果
菜
類
は
収
穫
や
摘
果
を
早
め
に
行

い
、
株
の
負
担
を
軽
く
し
て
草
勢
を
回

復
さ
せ
る
。

な
お
、
い
ず
れ
の
作
業
と
も
茎
葉
が

乾
い
て
か
ら
行
う
。

④
病
害
虫
防
除

こ
の
時
期
は
日
照
不
足
や
多
湿
に
よ

り
根
痛
み
や
軟
弱
徒
長
し
や
す
く
な
り
、

病
気
の
発
生
が
多
く
な
る
の
で
睛
れ
間

を
逃
さ
ず
、
薬
剤
散
布
で
予
防
に
努
め

梅
雨
明
け
後
も
草
勢
が
回
復
す
る
ま

で
は
病
気
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
十

分
注
意
す
る
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主
任
戸
井
康
雄

一
水

稲

＿

早
期
水
稲
の
管
理

一
溝
切
り

中
干
し
や
間
断
潅
水
等
の
水
管
理
を

容
易
に
し
、
透
水
性
の
改
善
に
よ
り
根

の
活
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
中

干
し
前
に
二

m
間
隔
を
目
安
に
溝
切
り

を
行
い
ま
す
。

二

中

干

し

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
あ
き
た
こ
ま
ち
等
の

早
稲
水
稲
で
は
、
目
標
の
約
八

0
％
の

茎
数
が
確
保
で
き
た
ら
落
水
し
て
中
干

し
を
行
い
ま
す
。
中
干
し
の
程
度
は
水

稲
の
生
育
状
況
や
土
壌
条
件
に
よ
っ
て

加
減
し
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は
梅
雨
に

は
い
り
雨
が
多
い
の
で
や
や
強
め
の
中

干
し
と
し
、
十
五
か
ら
二
十
日
程
度
行

い
ま
す
。
た
だ
し
、
梅
雨
の
合
間
の
晴

天
は
日
差
し
が
強
い
の
で
乾
き
過
ぎ
に

注
意
し
、
表
面
が
白
く
乾
く
前
に
走
り

水
を
行
っ
て
下
さ
い
。

中
干
し
は
根
に
酸
素
を
供
給
し
根
を

健
全
に
す
る
と
と
も
に
、
過
剰
分
げ
つ

の
抑
制
、
倒
伏
軽
減
に
効
果
が
あ
り
ま

す。三
中
干
し
後
の
水
管
理

中
干
し
直
後
は
走
り
水
程
度
に
し
水

が
溜
ま
り
っ
ば
な
し
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。
強
め
の
中
干
し
後
に
湛
水

状
態
に
す
る
と
根
腐
れ
を
お
こ
す
心
配

が
あ
る
の
で
、
間
断
潅
水
を
行
っ
て
下

さ
い
。

‘

四

M
C
P
ソ
ー
ダ
塩
の
散
布

過
剰
分
げ
つ
を
防
ぐ
た
め
、
中
干
し

に
入
っ
た
ら

M
C
P
ソ
ー
ダ
塩
を
一
〇

a
当
た
り
一

00'"'-'
―二

0
gを
雑
草

防
除
と
倒
伏
軽
減
を
兼
ね
て
幼
穂
形
成

期
ま
で
に
散
布
す
る
。
同
じ
目
的
で
使

用
す
る

2
.
4
|
D
剤
は
梅
雨
の
低
温

期
で
は
出
穂
不
良
の
薬
害
が
で
る
の
で

早
期
水
稲
に
は
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

五
病
害
虫
防
除

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
あ
き
た
こ
ま
ち
は
い

も
ち
病
に
特
に
弱
い
品
種
で
あ
り
、
六

月
中
旬
？
七
月
上
旬
に
葉
い
も
ち
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
キ
タ
ジ
ソ

P

粒
剤
を
一

0
a
当
た
り
三
kg
散
布
し
ま

す
。
葉
い
も
ち
を
発
見
し
た
ら
治
療
効

果
の
高
い
プ
ラ
シ
ソ
粉
剤
等
で
防
除
し

て
下
さ
い
。

六

穂

肥

コ
シ
ヒ
カ
リ
で
は
出
穂
十
八
ー
十
四

日
前
に
ひ
め
有
機
プ
レ
ソ
ド
穂
肥
を
一

o
g当
た
り
二
0
k
g
、
あ
き
た
こ
ま
ち

で
は
出
穂
二

0
ー
十
八
日
前
に
一

0
a

当
た
り
三
0
k
g
を
目
安
に
散
布
し
ま
す
。

圃
場
条
件
や
生
育
に
応
じ
て
加
減
し
て

下
さ
い
。

—
果
樹
の
管
理
―

刀
根
柿
の
管
理

一

摘

果

着
果
調
整
は
、
品
質
の
良
い
大
き
な

果
実
を
生
産
し
、
花
芽
の
形
成
を
促
し

て
毎
年
安
定
し
た
収
量
を
得
る
た
め
に

行
う
た
め
に
行
い
ま
す
が
、
そ
の
効
果

か
ら
み
る
と
摘
果
よ
り
も
摘
贅
の
方
が

優
れ
て
い
ま
す
。

摘
果
は
あ
く
ま
で
も
品
質
の
良
い
果

実
を
生
産
す
る
た
め
の
樹
上
選
果
と
考

え
て
下
さ
い
。

摘
果
の
時
期
は
、
生
理
的
落
果
が
終

了
し
て
か
ら
が
無
難
で
、
七
月
上
中
旬

か
ら
行
い
ま
す
。
落
と
す
果
実
は
、
病

害
虫
被
害
果
、
奇
形
果
、
傷
果
、
変
形

果
、
日
焼
け
に
な
り
や
す
い
上
向
き
果

な
ど
で
、
果
実
一
個
当
た
り
二

0
枚
程

度
の
葉
数
を
目
安
に
結
実
さ
せ
ま
す
。

ニ
病
害
虫
防
除

こ
の
時
期
の
防
除
は
、
ヘ
タ
ム
シ
、

炭
そ
病
に
重
点
を
置
ぎ
ま
す
。

ヘ
タ
ム
シ
防
除
は
、
第
一
世
代
幼
虫

に
対
し
て
六
月
上
中
旬
に
第
一
回
目
を

行
い
、
二
週
間
後
に
第
二
回
目
を
行
い

ま
す
。
第
二
世
代
幼
虫
に
対
し
て
は
、

七
月
下
旬
と
八
月
中
旬
に
二
回
行
い
ま

す
。
薬
剤
は
、

M
r
・
ジ
ョ
ー
カ
ー
水

和
剤
（
二
、

0
0
0倍
）
、
ス
ミ
チ
オ
ソ

水
和
剤
（
一
、

0
0
0倍
）
等
が
あ
り
ま

す。
炭
そ
病
防
除
は
、
七
月
上
旬
、
八
月

中
下
旬
に
行
い
ま
す
。
薬
剤
は
、
ベ
ソ

レ
ー
ト
水
和
剤
（
二
、

0
0
0倍
）
、
ト
ッ

プ
ジ
ソ

M
水
和
剤
（
一
、
五

0
0倍
）
等

が
あ
り
ま
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主
任
松
岡
基
憲

＿
畜

産

―

家
畜
の
飼
養
管
理
及
び
環
境
対
策

1

梅
雨
期
の
畜
舎
等
の
管
理

①
畜
舎
の
換
気
対
策

舎
内
は
高
温
・
多
湿
に
な
り
が
ち
で

あ
り
、
生
産
性
の
低
下
や
衛
生
面
で
の

悪
化
が
憂
慮
さ
れ
る
た
め
、
梅
雨
の
晴

れ
間
を
見
計
ら
っ
て
窓
な
ど
を
開
放
し

て
通
風
し
、
床
面
や
通
路
等
を
乾
燥
さ

せ
る
。敷

き
料
に
つ
い
て
も
こ
ま
め
に
交
換

す
る
。

②
大
雨
対
策

こ
の
時
期
は
大
雨
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
畜
舎
や
堆
肥
舎
等
の
雨
漏
り
等
の

修
理
は
も
ち
ろ
ん
、
敷
地
肉
の
集
排
水

設
備
や
周
辺
の
水
路
な
ど
も
も
う
一
度

点
検
・
清
掃
を
願
い
ま
す
。

特
に
大
雨
に
よ
り
糞
尿
や
堆
肥
が
河

川
に
流
れ
で
な
い
よ
う
、
万
全
に
方
策

を
講
じ
る
。

2

家
畜
の
防
暑
対
策

梅
雨
が
明
け
る
と
、
環
境
湿
度
は
高

湿
（
暑
熱
）
と
な
る
た
め
、
家
畜
の
増
体

や
生
産
性
の
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
飼
養
形
態
や
飼
養

規
模
を
十
分
考
慮
し
、
次
の
よ
う
な
防

暑
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
対
策
を
講
じ

る。①
飼
養
管
理

し
好
性
、
養
分
含
量
の
高
い
飼
料
と

新
鮮
で
冷
た
い
水
を
給
与
す
る
。

畜
体
等
へ
の
送
風
・
散
水
・
散
霧
な

ど
に
よ
り
家
畜
の
体
温
を
下
げ
る
と
と

も
に
夜
間
平
常
の
体
温
に
戻
す
。

②
畜
舎
環
境
の
改
菩

畜
舎
の
窓
口
開
放
や
大
型
扇
風
機
ま

た
は
ダ
ク
ト
送
風
に
よ
り
、
換
気
を
行

う
。
寒
冷
紗
や
ヨ
シ
ズ
等
で
西
日
を
防

止
す
る
。

屋
根
へ
の
散
水
、
消
石
灰
の
塗
布
、

断
熱
材
の
設
置
に
よ
り
、
畜
舎
内
温
度

上
昇
を
防
止
す
る
。

ま
た
衛
生
害
虫
発
生
防
止
の
た
め
、

糞
尿
処
理
を
徹
底
し
、
ハ
エ
・
カ
等
の

発
生
防
止
に
努
め
る
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

高

野

政

明
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五
月
十
九
日
、
川
上

商
工
会
に
お
い
て
八
幡

浜
地
方
局
産
業
経
済
部

商
工
労
政
課
大
森
課
長

を
初
め
多
数
の
来
賓
を

迎
え
、
第
三
十
五
回
川

上
商
工
会
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
、
金
元
事
務

局
長
が
開
会
を
宣
し
た

後
、
経
営
改
善
普
及
事

業
の
推
進
と
地
域
商
工

業
の
活
性
化
に
寄
与
し

た
功
績
に
対
す
る
全
国

商
工
会
連
合
会
長
表
彰

の
経
営
指
導
員
・
山
田

晴
夫
氏
と
愛
媛
県
商
工

会
連
合
会
長
表
彰
の
前

理
事
・
曽
根
正
志
氏
に

表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ

れ
た
。続

い
て
久
保
田
会
長

が
挨
拶
に
た
ち
「
日
本

の
経
済
は
、
緩
や
か
な

が
ら
景
気
回
復
の
兆
し

が
見
え
て
き
た
が
、
地
域
経
済
の
核
と

も
い
え
る
公
共
投
資
の
削
減
等
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

当
地
域
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
等
に
よ
り
商
工
業
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
は
景
気
低
迷
が
続
い
て
い

る。
そ
う
し
た
中
、
商
工

会
で
は
経
営
改
善
普
及

事
業
の
推
進
と
、
商
店

街
活
性
化
委
員
会
に
よ

る
街
づ
く
り
の
た
め
の

研
究
、
検
討
を
重
ね
て

き
た
。
引
き
続
き
、
中

小
企
業
の
活
性
化
の
た

め
、
経
営
基
盤
の
強
化

と
組
織
強
化
を
図
り
、

地
域
経
済
の
発
展
に
努

め
た
い
」
と
述
べ
た
。

会
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
方
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
そ
の
あ
と

谷
本
幸
治
氏
を
議
長
に

選
出
し
、
平
成
八
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支

）
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経
改
事
業
の
推
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と
組
織
強
化
で

地
域
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決
算
承
認
の
件
、
平
成
九
年
度
事
業
計

画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
決
定
の

件
等
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
承
認
、
決
定
し
盛
会
の
う
ち
に
総
会

を
終
え
た
。
．

平
成
九
年
度
の
主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
。

一
、
商
工
業
に
関
す
る
相
談
・
指
導
の

強
化

二
、
商
工
業
者
、
地
域
社
会
の
要
望
に

即
応
し
た
講
習
会
等
の
開
催
及
び
相

談
窓
口
の
設
置

三
、
経
営
及
び
技
術
に
関
す
る
情
報
、

資
料
の
収
集
提
供

四
、
商
工
業
に
関
す
る
調
査
研
究
の
実

施
五
、
展
示
会
、
共
進
会
等
の
開
催
及
び

開
催
の
斡
旋

六
、
商
工
会
関
係
法
令
及
び
各
種
制
度

の
紹
介
並
び
に
普
及

七
、
青
年
部
、
婦
人
部
に
関
す
る
指
導

育
成

八
、
商
業
部
、
工
業
部
、
建
設
部
、
サ
ー

ビ
ス
部
等
の
部
会
及
び
関
係
団
体
に

関
す
る
指
導
育
成

九
、
商
工
業
者
及
び
従
業
員
の
福
利
厚

生
に
資
す
る
た
め
の
事
業

+
、
記
帳
機
械
化
の
推
進

十
一
、
小
規
模
企
業
共
済
、
倒
産
防
止

共
済
、
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
の
普
及

推
進

十
二
、
小
規
模
事
業
者
の
新
た
な
事
業

機
会
を
創
出
す
る
た
め
の
特
産
開
発
、

観
光
開
発
及
び
販
路
開
拓
事
業

十
三
、
地
域
の
活
性
化
及
び
福
祉
の
増

進
に
資
す
る
事
業

十
四
、
県
、
町
村
、
県
連
と
の
連
携
強

ヒィ
十
五
、
地
域
内
に
お
け
る
商
工
業
の
振

興
を
図
り
、
商
工
業
者
の
事
業
活
動

を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

組
織
の
拡
大
強
化
を
図
り

地
域
に
貢
献
す
る
活
動
推
進

（
社
）
大
洲
喜
多
法
人
会

川
上
支
部
通
常
総
会

社
団
法
人
大
洲
喜
多
法
人
会
川
上
支

部
で
は
、
先
に
鹿
野
川
荘
に
お
い
て
第

十
五
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
は
、
大
洲
税
務
署
松
田
統
括
国

税
調
査
官
、
肱
川
町
中
野
収
入
役
他
多

数
の
来
賓
を
迎
え
、
平
成
八
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
承
認
の
件
、
平
成
九

年
度
事
業
計
画
（
案
）
・
収
支
予
算
（
案
）

決
定
の
件
に
つ
い
て
審
議
、
原
案
ど
お

理

事三
瀬

冨
永

上
岡

中
野

山
口

和
気

監

事谷
本

幸
治

俊吉 建
子浩守茂夫正

（
有
）
鹿
野
川
主
婦
の

店
養
老
酒
造
（
株
）

り
承
認
・
決
定
し
た
。

主
な
事
業
計
画
と
し
て
、
健
全
な
納

税
者
団
体
と
し
て
組
織
の
拡
大
強
化
を

図
る
と
共
に
効
果
的
事
業
活
動
を
展
開

し
、
会
員
の
増
強
に
努
め
る
。
ま
た
、

事
業
活
動
の
推
進
で
は
、
適
正
申
告
の

推
進
と
企
業
経
営
の
健
全
化
・
合
理
化

を
図
る
と
共
に
、
本
部
の
行
う
各
種
研

修
会
、
講
習
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
を
推
進
す

る。
税
務
行
政
へ
の
協
力
と
し
て
は
、
適

正
公
平
な
税
制
と
租
税
負
担
の
合
理
化

を
図
る
た
め
税
制
の
研
修
に
努
め
、
関

係
機
関
を
通
じ
て
強
力
な
要
望
具
申
を

行
い
、
そ
の
実
現
を
期
す
る
。
ま
た
、

税
務
当
局
と
の
相
互
信
頼
に
よ
り
税
務

行
政
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
努
め

る
等
各
種
事
業
の
推
進
を
決
定
し
た
。

同
時
に
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改

選
を
行
い
、
理
事
八
名
、
監
事
一
名
が

選
任
さ
れ
、
同
時
に
新
役
員
が
次
の
と

お
り
決
定
し
た
。

支
部
長

山

内

壮

亮

副
支
部
長

二
宮
真
太
郎

三
瀬
建
設
（
株
）

冨
永
建
設
（
有
）

ダ
イ
ド
ー
化
成
（
有
）

三
嶋
建
設
（
有
）

鹿
野
川
被
服
（
有
）

（
有
）
ニ
ュ
ー
わ
こ
う

（
有
）
谷
本
石
油
店
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新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

支

部

長

岩

田

清

茂

副
支
部
長
和
気
邦
嗣

大
野
清
正

橋
本
魏
•
水
池
重
徳

三
井
修
・
北
川
照
正

梅
木
正
•
田
中
五
月

中
津
文
雄
・
富
永
美
千
也

臣
nn 理

事 事
大
洲
食
品
衛
生
協
会
川
上
支
部
の
通

常
総
会
が
、
五
月
十
六
日
川
上
商
工
会

で
、
大
洲
保
健
所
沖
永
衛
生
課
長
、
大

洲
食
品
衛
生
協
会
薄
田
会
長
他
多
数
の

来
賓
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
、
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
の
承
認
、
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
の
決
定
に
つ
い
て
審
議
、
そ
れ
ぞ
れ

承
認
、
決
定
さ
れ
た
。

な
お
主
な
事
業
計
画
は
、
食
中
毒
予

防
の
推
進
、
食
品
衛
生
指
導
員
に
よ
る

飲
食
店
営
業
施
設
調
査
及
び
食
品
衛
生

管
理
実
態
調
査
等
の
巡
回
指
導
、
食
品

営
業
賠
償
共
済
の
推
進
等
を
決
定
し
た
。

同
時
に
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改

選
を
行
い
、
岩
田
清
茂
氏
が
支
部
長
に

再
選
さ
れ
盛
会
の
う
ち
に
総
会
を
終
了

し
た
。

大
洲
食
品
衛
生
協
会

川
上
支
部
通
常
総
会

食
品
衛
生
普
及
事
業
で

経

営

の

安

定

を

＊
継
続
貯
蓄
で
自
己
資
金
の

充
実毎

月
の
掛
金
は
一
ロ
ニ
千

円
で
、
そ
の
大
部
分
が
積
立

定
期
と
な
り
ま
す
。

＊
低
料
率
な
集
団
保
険
で
万

一
に
備
え

集
団
勤
労
保
険
に
よ
り
最

も
安
い
保
険
料
で
大
き
な
保

障
が
得
ら
れ
、
生
活
の
安
定

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

万
一
の
場
合
、
保
険
金
と
積
立
金
が
一

緒
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

＊
貯
蓄
の
実
績
で
低
利
な
融
資

加
入
者
の
積
立
金
が
集
ま
っ
て
大
き

な
信
用
を
生
み
、
一
定
の
条
件
の
も
と

に
容
易
で
有
利
な
融
資
が
受
け
ら
れ
ま

す。＊
国
が
認
め
た
安
心
な
制
度

こ
の
制
度
は
国
か
ら
認
め
ら
れ
、
全

国
の
商
工
会
で
行
わ
れ
て
い
る
制
度
で

す
か
ら
安
心
で
す
。

0
加
入
案
内

＊
加
入
で
き
る
人

商
工
会
員
及
び
そ
の
家
族
・
従
業
員

で
、
被
保
険
者
は
六
歳
か
ら
六
十
五
歳

ま
で
の
健
康
な
方
。

＊
共
済
掛
金
及
び
加
入
口
数

掛
金
は
一
口
月
二
千
円
で
、
被
保
険

者
一
人
に
つ
き
最
高
十
口
ま
で
加
入
で

ぎ
ま
す
。

＊
契
約
期
間
、
保
険
契
約
額

期
間
は
十
年
で
、
保
険
契
約
額
は
年

齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

六
？
四
六
歳
…
…
…
…
一
口
百
万
円

1商工会の共済制度のご案内 1

商
工
貯
蓄
共
済

◎
制
度
の
特
色

＊
掛
金
は
全
額
所
得
控
除

掛
金
は
、
税
法
上
全
額
が
「
小
規
模

企
業
共
済
等
掛
金
控
除
」
と
し
て
課
税

対
象
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。
（
一

年
以
内
の
前
納
掛
金
も
同
様
に
控
除
で

き
ま
す
。
）

＊
共
済
金
は
一
時
払
い
、
ま
た
は
分
割

払
い共

済
金
の
受
取
り
は
、
一
時
払
い
ま

た
は
分
割
払
い
が
選
択
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
分
割
払
い
の
場
合
は
一
定

の
要
件
が
必
要
で
す
。
）

＊
共
済
金
は
退
職
所
得
扱
い
、
ま
た
は

公
的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い

共
済
金
は
、
税
法
上
、
一
時
払
い
共

済
金
に
つ
い
て
は
退
職
所
得
、
分
割
共

済
金
に
つ
い
て
は
公
的
年
金
等
の
雑
所

小
規
模
企
業
共
済

（
最
高
限
度
額
一
千
万
円
）

四
七
ー
五
四
歳
：
・
・
：

一
口
五
十
万
円

（
最
高
限
度
額
五
百
万
円
）

五
五
？
六
五
歳
：
・
-
ロ
ニ
十
五
万
円

（
最
高
限
度
額
二
百
五
十
万
円
）

＊
貯
蓄
積
立
金
及
び
利
息

貯
蓄
積
立
金
は
銀
行
の
一
年
定
期
預

金
扱
い
で
、
複
利
と
な
り
ま
す
。

＊
貯
蓄
積
立
金
の
返
戻

満
了
時
…
…
…
…
満
了
時
に
は
十
年

間
の
貯
蓄
積
立
金
元
利
合
計
を
お
返
し

し
ま
す
。

中
途
解
約
時
：
・
・
・
・
中
途
で
解
約
さ
れ

る
場
合
は
、
そ
れ
ま
で
の
貯
蓄
積
立
金

元
利
合
計
を
お
返
し
し
ま
す
。

青年部からのお知らせ」

肱川町

河辺村
電話帳作成

｀
 

この度、川上商工会青年部
ヽ．

の『肱川釘．河辺村電話帳』， 
を発行、今秋にも全戸配布を

vI 
予定致しております。

つきましては、 6月末日を

めどに電話帳広告の募集のた

め青年部員が企業各社を訪問

致しますので、商工業者等各

位のご理解とご協力をお願い

致します。

得
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

＊
貸
付
制
度

加
入
者
（
一
定
の
資
格
者
）
の
方
は
、

納
付
し
た
掛
金
の
範
囲
内
で
事
業
資
金

の
貸
付
（
一
般
貸
付
．
傷
病
災
害
時
貸

付
．
創
業
転
業
時
貸
付
）
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

◎
加
入
資
格
と
掛
金

＊
加
入
で
き
る
人

常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が

二
十

人
以
下
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
人

以
下
）
の
個
人
事
業
主
及
び
会
社
の
役

員。
事
業
に
従
事
す
る
組
合
員
の
数
が
二

十
人
以
下
の
企
業
組
合
の
役
員
。

常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
二
十

人
以
下
の
協
業
組
合
の
役
員
。

＊
毎
月
の
掛
金

毎
月
の
掛
金
は
、
千
円
か
ら
七
万
円

（
五
百
円
刻
み
）
で
加
入
後
増
額
で
ぎ
ま

す
。
減
額
す
る
場
合
は
一
定
の
要
件
が

必
要
で
す
。

掛
金
は
加
入
さ
れ
た
方
ご
自
身
の
預

金
口
座
振
替
で
納
付
し
て
頂
き
ま
す
。

理
容
カ
ネ
ノ
の
後
継
者
。

腕
前
は
、
競
技
会
で
全
国
大
会
に
出

場
し
た
こ
と
で
も
実
証
ず
み
。
後
継
者

と
し
て
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

昨
年
よ
り
、
広
報
委
員
と
し
て
取
材

に
奔
走
、
「
商
工
か
わ
か
み
」
に
新
風
を

吹
き
込
ん
で
い
る
。

金野昭一さん

（昭和43年 4月 2日生）

◇
新
広
報
委
員
紹
介
◇
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鹿
野
川
の
ど
真
ん
中
、
料
亭
と
み
な

が
へ
入
る
と
、
そ
こ
に
は
愛
ら
し
い
瞳

に
口
髭
を
た
く
わ
え
た
、
龍
ち
ゃ
ん
が

い
た
。
ご
存
じ
料
亭
と
み
な
が
の
店
主
、

宮
本
龍
二
郎
さ
ん
だ
。
庖
丁
一
本
で
松

山
・
大
洲
と
修
業
を
積
み
、
帰
省
後
、

”
と
み
な
が
“
の
暖
簾
を
守
っ
て
八
年

目
で
あ
る
。

龍
ち
ゃ
ん
曰
く
「
肱
川
は
酒
壕
が
多

い
」
と
の
こ
と
。
酒
に
つ
い
て
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
は
事
欠
か
な
い
。
「
長
年
仕

事
を
し
て
い
る
と
、
常
連
さ
ん
の
酒
の

量
か
ら
し
ゃ
べ
り
方
、
そ
し
て
次
の
一

言
ま
で
判
っ
て
し
ま
う
」
と
の
事
。
さ

す
が
は
プ
ロ
で
あ
る
。
し
か
し
店
で
は

裏
方
に
徹
し
、
も
っ
ぱ
ら
お
客
さ
ん
の

相
手
は
奥
様
の
”
マ
ー
ネ
ー
ち
ゃ
ん
“

で
あ
る
。
早
朝
よ
り
八
幡
浜
の
市
場
へ

仕
入
に
行
き
、
仕
込
み
を
し
料
理
に
腕

を
ふ
る
う
ご
主
人
に
は
、
欠
け
が
え
の

料
亭
と
み
な
が

鹿
野
川
の
夜
は

”
と
み
な
が
“

へ
ど
う
ぞ

宮
本
龍
二
郎
さ
ん

な
い
人
で
あ
る
。
二
階
に
は
百

人
収
容
の
で
き
る
宴
会
場
が
あ

り
、
息
の
合
っ
た
コ
ソ
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ソ
で
仕
事
を
こ
な
さ
れ
る
、

仲
の
良
い
お
二
人
で
あ
る
。

こ
ん
な
ご
夫
婦
で
も
失
敗
は

あ
る
。
親
子
丼
三
十
杯
の
予
約

を
受
け
出
前
す
る
と
、
「
そ
れ

は
明
日
の
は
ず
、
日
を
間
違
え

と
ん
な
は
ら
い
。
」
の
一
言
。
目
の
前

真
っ
暗
「
持
っ
て
帰
っ
て
も
ど
う
し
ょ

う
も
な
か
ろ
う
け
ん
、
置
い
て
帰
ん
な

は
い
や
。
誰
ぞ
食
べ
ら
い
。
」
お
代
は

…
…
。
「
ま
、
え
え
か
ー
」
と
納
得
の

早
い
の
も
職
人
さ
ん
。
＜
ど
く
ど
言
う

の
が
大
嫌
い
な
ご
主
人
で
あ
る
。

休
日
は
、
ゴ
ル
フ
、
パ
チ
ソ
コ
（
内

緒
の
話
。
フ
ロ
級
と
の
事
）
を
楽
し
み
、

夜
は
マ
ー
ジ
ャ
ソ
と
、
仕
事
以
外
で
も

多
忙
を
極
め
る
。
が
、
「
こ
れ
も
お
客

さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
に
役

立
つ
ん
だ
な
ぁ
。
」
と
は
ご
本
人
の
弁
。

夜
、
と
み
な
が
の
二
階
に
電
気
が
つ

い
て
い
る
と
、
鹿
野
川
の
活
気
を
惑
じ

る
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

か
ら
も
「
お
い
し
い
肴
と
酒
を
」
と
意

気
込
ま
れ
る
ご
主
人
に
、
「
迷
惑
か
け

ま
す
。
」
と
、
つ
い
つ
い
頭
を
下
げ
て

し
ま
う
飲
ん
ベ
ー
の
私
で
し
た
。

一京
屋
呉
服
店

和

気

紳

悟

新
入
部
員
紹
介

氏

名

和

気

紳

悟

年

齢

二

十

四

歳

血
液
型

A
型

好
き
な
こ
と
読
書
、
映
画
鑑
賞
、
音

楽
鑑
賞
、
テ
ニ
ス
、
空
手
、
ク
ル
マ
、

バ
イ
ク
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

T

V

観
戦
。

理
想
の
女
性
家
庭
的
な
人
。
な
お
、

現
在
の
と
こ
ろ
彼
女
は
い
な
く
て
、
募

集
中
と
の
こ
と
。

今
回
は
、
青
年
部
の
ハ
ン
サ
ム
な
ニ
ュ
ー

フ
ェ
イ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
下
鹿
野
川

の
京
屋
呉
服
店
の
後
継
者
で
あ
り
ま
す

が
、
今
は
叔
父
が
経
営
し
て
い
る
内
子

町
の
喫
茶
店
、
「
京
和
」
で
カ
ウ
ソ
タ
ー

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
度
、
青
年
部
と
合
わ
せ
て
消
防
団

に
も
入
団
さ
れ
た
の
は
、
肱
川
町
に
住

ん
で
る
ん
だ
し
、
少
し
で
も
自
分
の
出

来
る
こ
と
で
地
域
の
役
に
立
て
れ
ば
と

考
え
た
か
ら
。

休
日
は
、
家
で
音
楽
を
聴
い
て
い
た

り
、
ド
ラ
イ
プ
に
で
か
け
た
り
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
好
き
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ソ
は
ピ
カ
ソ
。
ア
ル
バ
ム
も
全
部
持
っ

て
い
る
。
十
年
ほ
ど
前
に
ち
ょ
っ
と
は

や
っ
た
バ
ソ
ド
で
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど

耳
に
す
る
こ
と
の
な
い
マ
イ
ナ
ー
な
バ

ン
ド
だ
け
ど
も
そ
の
サ
ウ
ソ
ド
は
な
ぜ

か
彼
の
心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
と
い

い
ま
す
。
愛
車
は

N
S
R
と
1
8
O
S

X
。
バ
イ
ク
は

2
ス
ト
ロ
ー
ク
で
、
ク

ル
マ
は

F

R
、
ノ
ソ
タ
ー
ボ
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
と
い
う
選
択
は
、
彼
の
こ
だ
わ

り
と
い
う
か
ポ
リ
シ
ー
を
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
か
な
か
シ
ブ
い
趣
味
の
こ
の
若
者
、

ま
だ
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と

で
す
が
、
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
。「

髪
は
長
？
い
友
達
」

昔
よ
く
テ
レ
ビ

C

M
で
耳

に
し
た
。
今
も
、
髪
の
毛

に
関
す
る

C

M
（
シ
ャ
ン

プ
ー
・
整
髪
料
・
育
毛
剤

等
）
は
、
多
い
よ
う
に
思

゜
ぅ

昔
か
ら
、
「
髪
は
女
の

命
」
と
よ
く
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し

今
は
、
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
に
と
っ

て
も
髪
は
、
と
て
も
大
切
な
も
の
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

日
本
人
成
人
男
性
の
薄
毛
人
口
は
、

一
九
八
二
年
の
六
二

0
万
人
か
ら
、
九

一
年
に
は
八
七

0
万
人
、
九
五
年
に
は

九
七

0
万
人
と
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
ら
し
い
。
こ
の
現
象
に
は
、
い

く
つ
か
の
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
食
生
活
の
変
化
、
過
労
や
ス
ト

レ
ス
、
睡
眠
不
足
等
と
い
っ
た
も
の
だ
。

要
す
る
に
、
身
体
に
良
く
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
事
は
、
髪
の
毛
に
も
良
く
な

冬ヤふ亙一春

い
と
言
う
事
ら
し
い
。

洗
髪
を
毎
日
す
る
と
、
抜
け
毛
に
良

く
な
い
と
い
う
人
が
い
る
が
、
決
し
て

そ
ん
な
事
は
な
い
。
洗
髪
と
い
う
の
は

髪
だ
け
を
き
れ
い
に
す
る
の
で
は
な
く
、

頭
皮
も
き
れ
い
に
す
る
効
果
が
あ
る
。

頭
皮
を
清
潔
に
す
る
事
は
、
毛
穴
に
つ

ま
っ
た
汚
れ
を
取
り
除
く
事
で
も
あ
る

の
で
す
。
い
く
ら
高
価
な
育
毛
剤
を
使
っ

て
も
、
毛
穴
に
汚
れ
が
た
ま
っ
て
い
て

は
、
全
く
効
果
が
あ
が
ら
な
い
。
だ
か

ら
、
洗
髪
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
し

か
し
、
洗
髪
も
正
し
い
方
法
で
行
わ
な

い
と
、
逆
効
果
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合

も
あ
る
。

シ
ャ
ソ
。
フ
ー
剤
は
、
で
き
る
だ
け
自

然
に
近
い
も
の
（
無
添
加
）
を
使
用
し
、

少
星
の
液
で
、
決
し
て
原
液
を
頭
皮
に

直
接
つ
け
な
い
様
に
注
意
し
、
シ
ャ
ソ

プ
ー
の
倍
き
れ
い
に
洗
い
流
す
事
が
大

切
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

ム
ー
ス
、
ジ
ェ
ル
、
ス
プ
レ
ー
等
、

髪
を
整
え
る
た
め
に
使
う
整
髪
料
に
し

て
も
、
髪
自
体
に
は
そ
れ
程
、
悪
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
が
、
頭
皮
に
そ
う
い
っ

た
整
髪
料
が
つ
い
て
し
ま
う
と
、
毛
穴

が
つ
ま
る
原
因
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
か
ら
、
暑
さ
も
増
し
て
き
て
、

汗
を
か
く
事
が
多
く
な
っ
て
く
る
。
そ

う
い
う
季
節
だ
か
ら
こ
そ
、
毎
日
の
シ
ャ

ソ
プ
ー
で
、
い
つ
も
き
れ
い
な
頭
皮
を

維
持
し
、
髪
を
大
切
に
し
て
い
ぎ
た
い
。

今
は
髪
の
多
い
人
で
も
、
十
年
後
、

二
十
年
後
に
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
、
髪
を
大

切
に
し
、
末
長
く
付
き
合
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。
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平
成
元
年
か
ら
、
四
年
間
肱
川
町
教
て
再
考
し
て
み
た
い
。
私
た
ち
は
、
か
っ

育
委
員
会
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
て
な
い
豊
か
さ
の
中
で
生
活
し
て
い
る
。
・

し
た
。
そ
の
四
年
問
に
感
動
し
た
こ
と
「
物
豊
か
に
し
て
心
貧
し
」
と
い
う
言
葉

よ
い
思
い
で
等
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
が
あ
る
。
そ
の
豊
か
さ
に
ふ
さ
わ
し
い

そ
の
一
部
を
記
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
厳
し
さ
が
な
け
れ
ば
、
人
間
は
、
そ
れ

す
。
「
ふ
る
さ
と
回
想
記
」
に
は
な
り
だ
け
心
身
と
も
に
な
ま
っ
て
く
る
の
で

ま

せ

ん

こ

と

を

お

許

は

な

か

ろ

う

か

、

豊

し

下

さ

い

。

か

さ

に

埋

も

れ

て

い

私

に

と

っ

て

四

年

ャ

‘

9

)

る
と
、
人
間
と
し
て

間

は

、

大

変

充

実

し

碑

E”
て

ャ

・

大

切

な

こ

と

が

忘

れ

o

i

-

去
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
、
こ
の
よ
う
な

た

四

年

で

し

た

。

そ

卯

≫

し

れ
は
校
長
先
生
を
は

じ
め
よ
い
先
生
方
と

E)

と
き
に
む
か
し
話
集

良
い
事
務
局
職
員
に

一

が
完
成
し
た
意
義
は

〗
〗
〗
＜

v
_心
｀
口
冑
〗
〗

運

命

に

あ

る

肱

川

町

と

人

の

長

い

積

み

重

内

に

伝

わ

る

む

か

し

ね

の

上

に

成

っ

た

郷

話
を
生
徒
た
ち
の
手
で
残
そ
う
。
「
当
土
の
大
切
な
文
化
で
あ
る
。
そ
し
て
む

時
の
佐
川
校
長
先
生
の
発
案
」
一
人
一
か
し
話
は
、
私
た
ち
に
な
に
か
を
教
え

編
は
、
探
し
て
書
い
て
く
る
こ
と
、
そ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

れ
を
全
校
生
の
夏
休
み
の
課
題
と
し
た
。
上
森
山
の
宮
本
正
己
さ
ん
御
夫
妻
か

む
か
し
話
を
聞
く
こ
と
を
通
し
て
、
生
ら
い
た
だ
い
た
「
お
ば
捨
て
山
の
話
」
は

徒
た
ち
と
地
域
の
お
と
し
寄
り
と
の
心
親
子
の
愛
情
、
親
子
の
絆
の
大
切
さ
を

の
交
流
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に
む
か
し
話
教
え
て
い
る
。

を

集

め

る

作

業

を

通

し

て

、

生

徒

た

ち

＊

＊

＊

の
地
域
理
解
を
深
め
、
郷
土
を
愛
す
る
「
風
の
町
む
か
し
話
」
は
、
テ
レ
ビ
新

心

を

育

て

る

た

め

に

も

・

:

。

聞

な

ど

マ

ス

コ

ミ

に

も

広

く

と

り

あ

げ

今
、
あ
ら
た
め
て
む
か
し
話
に
つ
い
ら
れ
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
ま
た
町
内

肱
川
町
鹿
野
川

曽

田
±
 

む
か
し
話
に
思
う

勇

人

(
67歳）

外
を
問
わ
ず
お
礼
や
励
ま
し
の
言
葉
が
、

た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
た
そ
の
手
紙
の
コ

ピ
ー
を
当
時
の
佐
川
校
長
先
生
よ
り
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

*

＊

*

 

「
略
」
肱
川
中
学
校
よ
り
「
風
の
町
む

か
し
話
」
を
ご
恵
贈
い
た
だ
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
地
域
の
お
と
し
寄
り

の
皆
さ
ん
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

る
生
徒
た
ち
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

こ
う
い
う
体
験
を
し
た
若
者
た
ち
は
き
っ

と
、
テ
レ
ビ
や
本
か
ら
は
得
ら
れ
な
い

ぬ
く
も
り
や
、
人
問
の
知
恵
を
感
じ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
先
生
方
の
ご
努
力
や

町
の
理
解
あ
る
ご
支
援
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。
教
育
長
は
じ
め
諸
先
生
方
に
お

よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
ま
せ
。

G
•
K

・
バ
ン
ト
ッ
ク

（
麗
澤
大
学
教
授
夫
妻
）

冠
省
「
風
の
町
む
か
し
話
一
大
変
有
り

難
く
拝
見
い
た
し
て
お
り
ま
す
「
略
」
中

学
生
と
お
と
し
寄
り
と
の
触
れ
合
い
、

む
か
し
話
を
通
し
て
故
郷
を
知
る
こ
と

は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
お

ま
と
め
に
な
っ
た
先
生
方
や
推
敲
さ
れ

た
校
長
先
生
の
ご
熱
意
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。
ふ
ん
だ
ん
に
訛
り
を
使
っ
て
の

む
か
し
話
に
、
町
に
住
む
方
が
た
の
心

の
湿
か
み
を
感
じ
ま
し
た
。
「
略
」
各
先

生
方
の
一
層
の
ご
活
躍
を
衷
心
か
ら
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

渡
部
好
之
（
元
県
教
育
長
）

先
日
、
カ
ン
ヌ
国
際
映

画
祭
で
グ
ラ
ソ
プ
リ
に
あ

た
る
パ
ル
ム
ド
ー
ル
を
日

本
の
「
う
な
ぎ
」
が
受
賞
し

た
。
こ
の
と
こ
ろ
低
迷
し

て
い
る
日
本
映
画
界
に
と
っ
て
は
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
。
た
だ
、
日
本
の

映
画
が
海
外
で
評
価
さ
れ
る
と
き
、

日
本
の
風
俗
や
文
化
が
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
と
い
う
付
加
価
値
を
生
み
、
そ
れ

が
過
大
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
ま
ま
あ

る
が
今
回
は
ど
う
だ
ろ
う
。
ま
あ
ど
っ

ち
に
し
て
も
人
に
い
い
と
言
わ
れ
る

に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。

こ
こ
数
年
映
画
館
に
足
を
運
ん
で

は
な
い
も
の
の
私
も
子
供
の
頃
か
ら

の
映
画
フ
ァ
ン
で
あ
る
。
前
ま
え
か

ら
日
本
映
画
は
地
味
な
路
線
で
い
く

し
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
そ

の
地
味
な
映
画
が
国
際
的
に
認
め
ら

れ
て
、
今
後
の
日
本
映
画
も
少
し
変

わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

不
振
の
日
本
映
画
界
の
中
で
、
ア

ニ
メ
映
画
は
以
前
か
ら
海
外
で
も
高

い
評
価
を
得
て
い
た
。
ジ
ャ
パ
ン
と

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ソ
を
く
っ
つ
け
て
ジ
ャ

パ
ニ
メ

ー
シ
ョ
ソ
と
呼
ば
れ
、
別
格

扱
い
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
。
確
か
に

登
場
人
物
の
動
き
、
表
情
、
背
景
、

細
か
な
部
分
の
描
写
な
ど
私
の
素
人

の
目
に
も
他
と
一
線
を
画
し
て
る
の

が
わ
か
る
。

日
本
の
ア
ニ
メ
で
は
宮
崎
駿
作
品

で
有
名
な
ス
タ
ジ
オ
ジ
プ
リ
が
私
の

お
気
に
入
り
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も

齊年部雄感

イ
イ
も
の
は
後
か
ら
わ
か
る
？

福

田

永

一

郎

私
の
イ
チ
オ
シ
は
な
ん
と
い
っ
て
も

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
だ
。
騒
ぞ
う
し

い
子
供
達
を
静
か
に
さ
せ
よ
う
と
ビ

デ
オ
を
つ
け
る
と
親
も
一
緒
に
ひ
き

こ
ま
れ
て
し
ま
う
と
か
、
何
回
も
見

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
決
し
て
飛

ば
し
て
見
な
い
と
か
、
数
あ
る
逸
話

は
ウ
チ
で
も
実
証
済
み
で
あ
る
。
内

容
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
初
め
、
ま

だ
自
然
の
残
る
東
京
郊
外
に
、
母
親

の
病
気
療
養
の
た
め
引
っ
越
し
て
き

た
姉
妹
の
、
そ
の
森
の
妖
精
と
い
う

か
妖
怪
と
い
う
か
そ
ん
な
怪
物
と
の

ふ
れ
あ
い
の
物
語
だ
が
、
日
本
人
の

原
風
景
、
原
体
験
を
感
じ
さ
せ
る
懐

か
し
い
よ
う
な
、
見
て
い
て
心
地
よ

く
な
る
映
画
で
あ
る
。
美
し
い
田
園

風
景
が
舞
台
と
は
い
え
日
本
の
田
舎

で
起
こ
る
出
来
事
を
追
っ
た
だ
け
の
、

単
純
で
地
味
な
ア
ニ
メ
が
海
外
で
評

判
が
い
い
と
知
り
、
こ
の
世
界
を
外

国
の
人
が
理
解
で
き
る
の
が
不
思
議

に
思
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
も
の
を
丁
寧
に
と
こ
と
ん
つ

き
つ
め
れ
ば
、
イ
ソ
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
に
な
る
と
い
う
こ
と
の
証
し
だ
ろ

う。
審
美
眼
を
持
た
な
い
日
本
人
は
、

海
外
で
認
め
ら
れ
て
初
め
て
自
国
の

も
の
を
た
た
え
る
。
日
本
映
画
界
の

巨
匠
と
い
わ
れ
る
黒
澤
明
監
督
で
さ

え
逆
輸
入
的
に
評
価
が
上
が
っ
た
感

は
い
な
め
な
い
。
さ
て
近
ぢ
か
「
う

な
ぎ
」
プ
ー
ム
は
く
る
の
か
？
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各分館の役員さんが決定しました。分館は、活動の拠点であり、よりどころとなるところです。

「風おこし運動」パー トIIの理念にもありますように、人づくり、地域づくりの中心となる公

民館です。

役員のみなさん、 2年間ご苦労さまですがよろしくお願いします。

町民のみなさんのご協力をお願いします。

●
分
館
長上

岡

●
分
館
主
事

沖
田

●
体
育
委
員

山
下

●
図
書
委
員

谷
本

基
子 敦

敏
広 茂

●
分
館
長和

気

●
分
館
主
事

A

西
田

B

山
内

●
体
育
委
員

A

冨
永

B

冨
永

●
図
書
委
員

冨
永

光
恵

正
剛

幸
広

幸
夫

光
郎

俊
次

t
l
,

［
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●
分
館
長山

下

●
分
館
主
事

山
下

●
体
育
委
員

橋
本

●
図
書
委
員

浅
野
富
美
恵

孝
博

雅
英 博

●
分
館
長竹

森

●
分
館
主
事

城
戸

●
体
育
委
員

宮
尾

●
図
書
委
員

西
本
さ
よ
み

充
志

由
幸

局
幸

●
分
館
長上

甲

●
分
館
主
事

上
仲

●
体
育
委
員

徳
丸

●
図
書
委
員

上
田

秀
美

寿
晴

伸
博

※
町
全
体
の
体
育
指
導
員
・
図
書
委

員
の
方
で
す
。

●
体
育
指
導
員

山
田
由
美
子
（
中
央
）

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

五
月
十
八
日
（
日
）
、
町
内
の
小
学

生
を
対
象
に
し
た
、
少
年
キ
ッ
ク
ベ

ー

ス
ボ
ー
ル
大
会
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
大
会
は
、
四
年
生
以
上
を

対
象
に
、
五
十
一
名
が
参
加
し
、
町

民
グ
ラ
ソ
ド
で
行
い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ス
ボ

ー
ツ
大
会
は
、
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー

ド
を
三
年
生
以
下
を
対
象
に
、
三
十

二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
も
昨

年
と
同
じ
く
チ

ー
ム
編
成
は
学
校
で

は
な
く
、
参
加
希
望
者
を
チ
ー
ム
分

け
し
て
行
い
ま
し
た
。
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー

ド
は
学
年
毎
に
個
人
対
抗
と
し
ま
し

た
。
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
は
、
自

分
た
ち
で
守
備
・
攻
撃
を
考
え
て
競

技
を
行
い
ま
し
た
。
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー

ド
は
、
一
・
ニ
年
生
は
最
初
デ
ィ
ス

ク
と
呼
ば
れ
る
円
盤
を
な
か
な
か
得

点
ま
で
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
得
点
ま

一
i

.

で
飛
ば
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

」

み
ん
な
楽
し
く
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま

し
た
。今

回
が
初
め
て
の
行
事
と
な
っ
た

分
館
長
・
主
事
の
み
な
さ
ん
も
、
監

督
と
し
て
競
技
に
参
加
し
て
い
ま
し

こ。t
 

.•. 

町
内
五
つ
の
小
学
校
児
童

●
図
書
委
員

大
塚
ル
キ
（
中
野
小

峯
田
ひ
さ
え
（
肱
川
中

シャフルボー ト キックベースボール
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女子優勝大谷チーム 男子優勝正山 Bチーム

六
月

一
日
（
日
）
、
町
内
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
を

主
会
場
に
、
ま
た
、
レ
ク
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
中
野
小

学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
は
、
男

子
十
四
チ
ー
ム
、
女
子
九
チ
ー

ム
、

レ
ク
バ
レ
ー
に
は
、
七

チ
ー
ム
が
参
加
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
男
子
は
若

さ
で
正
山

B
チ
ー
ム
、
女
子

は、

一
チ
ー
ム
で
ま
と
ま
っ

た
大
谷
チ
ー
ム
、
レ
ク
バ
レ
ー

で
は
、
正
山
が
初
の
優
勝
を

と
げ
ま
し
た
。

室のしえ導開名とめしのバこ英

盆覧ぢ羞戸胃塁閤tて畠‘［羹喜骨 楽 1

ま発十しりを徒まの英に ッ語室 二
り表 一 いジ行がすで語よク教を
ま を リ 教ェい集°‘をり社室開 [

しI
し 目 一 室ス‘まこ今学‘会 tミ溝日
t；標tがチこりの回ぶ英教ギしへ < I 

に一始 ャ の ま 日 で 目 語 育 ャま-
英旦ま l後しは三的劇指ビしよ 英

1.霰---[

「動作を交えて」英会話教室

i

余
暇
の
活
用

．
 

時
代
は
今
ま
で
の
経
済

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 
~
優
先
か
ら
、
人
間
優
先
へ

．
 

．
 
~
と
大
き
く
転
換
し
て
い
ま

ム
i

す
。
戦
後
ひ
た
す
ら
追
い

か
け
て
き
た
「
モ
ノ
」
へ

一

[チ
i

u
~

の
充
足
感
が
満
た
さ
れ
た

今
、
人
々
は
あ
ら
た
め
て

正
~

の
~

勝
~
自
分
の
生
き
方
を
ふ
り
返

優

[
一

~
り
、
生
き
が
い
と
は
何
か
を
真
剣
に

"
考
え
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
精

レ
~

ぃ＼

．
 

ー
・
ク
~
神
的
な
豊
か
さ
を
求
め
、
自
分
の
生

~
ぎ
方
や
、
生
き
が
い
を
考
え
る
と
い

レ
"．

 
~
う
こ
と
は
、
い
つ
、
い
か
な
る
時
代

~
も
人
間
が
一
貫
し
て
求
め
て
来
た
事

．
 

~
で
す
。

平
均
寿
命
は
、
医
学
の
進
歩

．
 
~
や
、
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り
急
速

~
に
伸
び
、
今
で
は
世
界一
の
長
寿
国

~
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

．
 

~
こ
の
こ
と
は
、
長
生
き
し
た
い
と
願

．
 

．
 

~
う
私
た
ち
に
と
っ
て
、
ほ
ん
と
に
喜

．
 

．
 

i

ば
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し

一
方、

．
 
~
核
家
族
化
が
進
行
し
一
人
ぐ
ら
し
や

．
 

i

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
も
ふ
え
て
い

．
 
~
ま
す

。

高
齢
化
社
会
に
対
処
す
る
に

．
 
~
は
、
施
設
や
制
度
を
も
っ
と
も
っ
と

• 
~
整
備
す
る
と
と
も
に
、
一
番
大
切
な

．
 
~
事
は
、
一
人
一
人
が
自
分
の
生
き
方

．
 
~
を
考
え
、
何
か
に
生
き
が
い
を
求
め

~
て
生
ぎ
る
こ
と
で
す
。
生
き
が
い
は
、

．
 

．
 
~
高
齢
者
だ
け
が
求
め
る
の
で
な
く
、

．
 
~
今
元
気
で
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る

．
 
~
人
も
、
家
庭
の
主
婦
も
、
そ
し
て
若

．
 

．
 
~
者
も
：
·
·
:
、
現
在
を
、
よ
り
心
豊
か

．
 

．
 
~
で
価
値
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
：
·

．
 

。

．
 

．
 
••• ．
 

．
 
．
 

．
 

．
 ［―-ファインダー履馴
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I 海外文化を肱川で体験ーホームステイー I 

肱
川
中
学
校
生
徒
三
年
生

を
対
象
と
し
た
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
ギ
ャ
ビ

ソ
・
バ
ソ
ト
ッ
ク
社
会
教
育

指
導
員
の
自
宅
に
一
泊
し
、

海
外
文
化
を
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
男
子
三
名
、
女
子

三
名
の
計
六
名
が
六
月
五
日

と
九
日
の
二
回
に
分
か
れ
て
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま

し
た
。
中
学
校
か
ら
、
バ
ソ

ト
ッ
ク
さ
ん
の
自
宅
ま
で
歩

い
た
子
供
た
ち
は
、
イ
ギ
リ

ス
風
の
紅
茶
で
の
歓
迎
を
受

け
、
紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

バ
ソ
ト
ッ
ク
さ
ん
と
会
話
を

楽
し
み
ま
し
た
。
会
話
は
も

ち
ろ
ん
英
語
で
す
。
わ
か
ら

な
い
時
は
、
身
ぶ
り
手
ぶ

り
を
交
え
て
、
そ
れ
で
も

通
じ
な
い
時
は
、
夫
人
の

京
子
さ
ん
に
通
訳
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
外
国
の
人

と
交
流
す
る
場
合
自
分
か

ら
話
す
と
い
う
積
極
性
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

子
供
た
ち
は
考
え
て
き
た

バ
ソ
ト
ッ
ク
さ
ん
へ
の
質

問
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
魚
と
じ
ゃ
が

い
も
を
中
心
と
し
た
夕
食

を
と
り
ま
し
た
。
ナ
イ
フ

を
使
っ
て
食
事
で
す
。
バ

--
バントックさんとことば遊びをする中学生

ソ
ト
ッ
ク
先
生
に
教
わ
り
な
が
ら

楽
し
く
食
事
を
し
ま
し
た
。
夕
食

後
、
英
語
こ
と
ば
遊
び
を
し
て
、

楽
し
く
英
語
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
で
は
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
他
に
、
中
学
二
、
三
年

生
を
対
象
に
し
た
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
を
行
い
ま
す
。
八
月
二
十
二
日

（
金
）
か
ら
、
二
十
四
日
（
日
）
の
二

泊
三
日
の
予
定
で
、
英
語
劇
を
通

し
て
、
英
語
を
学
ん
で
も
ら
う
目

的
で
行
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、

「
風
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
創
作
劇

で
し
た
が
、
今
年
は
、
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
「
リ
ア
王
」
の
嵐
の
場

面
に
挑
戦
す
る
予
定
で
す
。
学
習

し
た
成
果
発
表
と
し
て
、
八
月
二

十
四
日
（
日
）
、
風
の
博
物
館
で
英

語
劇
を
上
演
し
ま
す
。

中
学
生
の
夏
は
熱
い
1
.
o

六
月
二
、
三
日
、
喜
多
郡
中
学
校

総
合
体
育
大
会
が
内
子
町
を
主
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
、
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
中
学
生
は
全
員
、
何
ら
か
の
部

活
動
に
所
属
し
て
、
放
課
後
練
習
し

て
い
ま
す
。

七
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
に

行
わ
れ
る
県
大
会
に
、
野
球
・
テ
ニ

ス
女
子
団
体
が
出
場
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

郡中学校総合体育大会結果

野球 優 勝

バレーボール（女子）準優勝

テニス（団体）男子 準優勝

テニス（団体）女子 優勝

テニス（個人）女子 3 位（和気•北川）

4位（冨永•山口）

自然の大切さを学ぼう

中
野
小
学
校
緑
の
少
年
隊

総
会
が
五
月
三
十
日
（
金
）
、

中
野
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
緑
の
少
年
隊
に
は

中
野
小
学
校
児
童
全
員
が
所

属
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
長
、

肱
川
町
森
と
緑
の
推
進
協
議

会
会
長
の
河
野
森
林
組
合
長

さ
ん
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

緑
の
少
年
隊
隊
長
の
中
野
賀

津
記
君
が
、
決
意
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
こ
の
後
子
供

た
ち
は
、
自
然
に
関
す
る
映

画
を
見
ま
し
た
。
子
供
た
ち

は
、
年
間
を
通
じ
、
草
花
の

栽
培
、
野
鳥
観
察
、
巣
箱
か

け
と
い
っ
た
自
然
に
親
し
む

決意の言葉を聞く子どもたち

・
日
時
七
月
五
日
、
六
日

・
場

所
山
口
県
周
東
町

周
東
図
書
館
ほ
か

六
月
八
日
（
日
）
、
伊
方
町
の
伊
方

ス
ポ
ー
ッ
セ
ソ
タ
ー
で
、
第
四
十
八

回
愛
媛
県
ク
ラ
ブ
対
抗
バ
ド
ミ
ソ
ト

ソ
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、
肱
川

バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
ク
ラ
ブ
よ
り
、
男
子

三
部
に
五
名
が
エ
ソ
ト
リ
ー
、
準
優

勝
し
、
二
部
に
昇
格
↓
ま
し
た
。
昨

年
行
わ
れ
た
、
ス
ポ
レ
ク
，
9
6
喜
多

郡
大
会
で
男
子
は
優
勝
し
て
お
り
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

六
月
八
日
（
日
）
、
先
週
の
町
内
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
熱
が
さ
め
な
い

中
、
長
浜
町
教
育
委
員
会
主
催
の
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
、
肱
川
ク

ラ
ブ
が
参
加
、
四
チ
ー
ム
中
、
準
優

勝
し
ま
し
た
。

町
外
の
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る
こ
と

に
よ
り
、
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
だ

け
で
な
く
、
人
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、

「
風
」
が
吹
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

分
館
長
・
主
事
研
修

函
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

函
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

活
動
を
行
う
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
ま

3
2ぶ
絨

紋

翌

蕊

＾

ぐ

＆

す

。

疇

7
刊
立
了
圃
薦
喜
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こ
の
程
、
青
年
団
長
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
冨
氷
で
す
。

青
年
団
に
入
団
し
て
、
今
年
で
五

年
の
月
日
が
経
ち
、
振
り
返
っ
て
み

る
と
青
年
団
活
動
に
積
極
的
に
参
加

が
で
き
て
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま

す
。
含
ま
で
は
、
前
団
長
に
頼
り
き

り
で
、
今
回
、
団
長
に
な
っ
て
み
て

鰯冽吾

団長

冨永幸 広

総

青年団だより

団
長
あ
い
さ
つ s

 
u
 み

な
さ
ん
初
め
ま
し
て
、
合
年
四

月
か
ら
公
民
館
職
員
に
採
用
さ
れ
ま

し
た
、
上
田
で
す
。
慟
き
始
め
て
か

ら
も
う
ニ
ヶ
月
が
た
ち
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
毎
日
新
し
く
覚
え
る
ば
か

り
で
す
。
そ
の
せ
い
か
毎
日
が
あ
わ

た
だ
し
く
過
ぎ
去
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
数
力
月
前
ま
で
学
生

だ
っ
た
私
は
学
生
気
分
が
ぬ
け
き
れ

て
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
合
後
働
き

な
が
ら
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
や

団
員
を
ま
と
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
初

め
て
の
事
で
、
仕
事
の
内
容
も
あ
ま

り
把
握
す
る
間
も
な
く
、
早
速
、
活

動
を
し
て
い
る
訳
で
す
が
、
団
員
の

協
力
に
頼
り
、
私
な
り
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
青
年
団
の
団

員
数
は
、
三
十
名
程
度
で
す
が
年
々

増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
に
私
は
、
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
入
団
し
て

み
よ
う
と
思
う
方
、
入
団
す
る
の
は

絶
対
に
嫌
だ
と
思
う
方
は
あ
ま
り
堅

い
考
え
を
捨
て
て
、
気
軽
に
入
団
し

て
も
ら
っ
た
ら
い
い
の
で
は
：
・
・
:
0

皆
さ
ん
と
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
等

し
て
み
る
と
楽
し
い
も
の
で
す
。
話

目の
雀繭~ゞク

: 
g 

（
し

上田 智子

責
任
を
持
つ
よ
う
に
心
が
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
青
年
団
に
つ
い
て
で
す
が

初
め
は
、
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

役
員
会
等
に
も
出
席
さ
せ
て
も
ら
い
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
青
年
団
の
活
動
を
通
し

て
様
々
な
人
と
交
流
を
深
め
ら
れ
た

ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

ス
ポ
ー
ツ
全
般
苦
手
な
の
で
、
団
員

の
み
な
さ
ん
に
は
す
ご
い
迷
惑
を
か

け
る
と
き
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

最
後
に
、
仕
事
面
に
つ
い
て
も
、

も
っ
と
も
っ
と
勉
強
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
ご
指
導
、
ご
助
言
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

を
す
る
だ
け
で
も
若
者
た
ち
の
物
事

の
考
え
方
や
情
報
交
換
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
又
、
団
員
の
方
は
、
声
を

掛
け
あ
っ
て
、
少
し
で
も
活
気
の
あ

る
青
年
団
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
の
青
年
団
は
、
含
ま
で
と
違
っ
た

青
年
団
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
に

も
、
ど
う
す
れ
ば
団
員
が
楽
し
く
で

き
る
か
。
ど
う
す
れ
ば
見
て
い
た
だ

く
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
。
令

以
上
に
工
夫
を
し
て
、
積
極
的
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
み
な

さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

合
月
は
少
し
青
年
団
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
年
か
ら
青
年
団
で
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
沢
山
計
画
し
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
入
団
し
て
下
さ

ヽ゚し
そ
れ
か
ら
も
う
一
点
。
令
年
、
青

年
団
で
は
文
化
活
動
の
一
環
と
し
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
英
語
劇
に
参
加

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
事
務
局
か

ら
参
加
を
お
願
い
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
元
気
に
夏
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

お

知

ら

せ

森森青年団活動予定森森
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月

，
 

月

月

月
0

1

 

l

l

 

12月

1 月

3
 

月

郡‘ノフトボール

バドミントン大会

トレセン清掃

肱川分校運動会

郡青連いもたき

町民運動会

ふれあいまつり

英語劇

青年国内研修旅行

忘年会

成人式

肱川駅伝大会

郡青連新年会

郡文化祭

文化芸能発表会

669 

箪
編
集
あ
と
ば
な
し

g

平
成
九
年
度
が
始
ま
っ
て
第
一
回

目
の

A
S
U
K
A
で
す
が
み
な
さ
ん

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

青
年
団
も
新
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り

新
装
開
店
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー

ト
し
た
次
第
で
す
。
と
言
っ
た
も
の

の
内
容
は
以
前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
広

報
部
員
一
同
無
い
知
恵
を
一
滴
残
ら

ず
し
ぽ
り
あ
っ
て
よ
り
い
っ
そ
う
す

ば
ら
し
い
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
A
S

U
K
A
を
作
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
次
号
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
て
く
れ
る
よ
う
な

そ
ん
な
A
S
U
K
A
を
作
り
あ
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
青
年
団

共
々
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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月 の 行 事 予 定 表
1 肱川町防災の日 19 幼 ・小・中学校一学期終業式

2 民生委員会 20 第52会国体漕艇競技県予選（成年）

7 行政相談 23 川上区小学校水泳大会（町民プール）

7 • 22 心配ごと相談 27 ひじかわ筏流し大会

12~13 第52回国体漕艇競技県予選（少年） 28 税金等出張受入れ

13 愛媛県議会議員喜多郡選挙区補欠選挙 上旬 転作現地確認（町内）

18 定例部落長会

7 /20,....,__, 8 /31 幼・小・中学校夏季休業，農業委員会（休会）

9
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や

す

ら

愈

に
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.. §
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9.-
.. 9
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9.-．． 
9.9もム
マ

道

野

尾

大

野

ミ

サ

ヲ

さ

ん

(92
歳）

山

槌

中

村

、

ソ

ゲ

ミ

さ

ん

(75
歳）

見

の

越

城

戸

康

子

さ

ん

(62
歳）

7月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

藤 本 医 院
44-2561 6 日

（五十崎）

（日）
大久保内科医院

26-1131 
（八 多喜）

植 木 医 院
44-2215 13日

（五十崎）

浦 岡 医 院
24-2024 （日）

（一 の 丸）

高 橋 医 院
44-2010 20日

（五 十崎）

（日）
田渡クリニック

25-3217 
（新 谷 ）

21日
佐々木整形外科

43-0101 
（五十崎）

（月）
末光眼科医院

24-1500 
（ 若 宮）

27日
松本整形外科

44-5533 
（ 内 子）

平 田 医 院
24-1200 （日）

（ 若 宮）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡
してからお出かけください。

救 急 病 院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火
市立大洲病院

24-2151 
（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24-5101 
（大洲市若宮）

木～日
大洲中 央病院

24-4551 
（大洲市東大洲）
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だ

い

き

5
/
1
1

越
智
大
樹
ち
ゃ
ん
（
道
野
尾
）

5
／
認
堀
肉
雄
太
ち
ゃ
ん
（
道
野
尾
）

5
/
1
6

大
井
建
人
ち
ゃ
ん
（
中
居
谷
）

F
1
1
[国

:m

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

後

1
時
3
0
分

ー

4
時
3
0
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

7
月

7
日
（
月
）

午
後
1
時
3
0
分

ー

4
時
3
0
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー

ニ
五

0
八

閲

7
月
3
日
（
木
）
一
保
健
セ
ソ
タ
ー
一
午

9
時
30
分
？

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

日

程

場

所

時

間

午

前

10
時

？

午

後

2
時

7
月

15
日
（
火
）
岩
谷
公
民
館

午

前

10
時

？

午

後

2
時

7
月
17
日
（
木
）
中
津
集
会
所

7
月
23
日
（
水
）
＿
肱
川
町
公
民
館

” 

7
月
11
日
（
金
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
前
10
時
？

日

程

場

所

時

間

▽
場

所

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

▽
日

時

◎
幼
児
教
室

日

程

場

所

間

◎行政相談

7 7 
相月 月

22 7 
談

日 日
/ ,--

火 月 日

寺後 台福
担

岡藤 本田 当

初
相

曙 談

声ICJヽ ノ中じ^ 美保
員

日
。
日

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

日

程

場

所

時

間

午

後

1
時
ー

1
時

30
分

7
月
30
旦
水
）
保
健
セ
ソ
タ
ー

▽
場

所

7 7 7 7 
相月月 月月

23 7 22 4 
談

日日 日日
,--，-- ヘ /

水月 火金 日

内 大

子 洲 場

町 商

商
工

工 畠所
会 所

7 

~5 f4 i 
7 

五し月
孔 日

29 1 
日

と‘金日ー-' 、
日 日 日 日

、火ー、 ，̀木ー、’ 

‘火’ 杢 ‘火-' 
程

正 中 羽 汗 山 郷 予 森 白 大 大

覚 居 座 生 槌 集
子

集 石 乎 谷 場
谷 谷 林

集
集 集

集 集
公

集 集 ＾ .Lヽ
会 会 会 今＝ 会

会
民

会 会 会 民 所
所 所 所 所 所 所 館 所 所 所 館

篇［ 時3分11i0i 時4分10 0 昇20分I贔3分0 分時311I0孟4分時10 0 且20 分3分0 i 30 分分i 40 

＇［ 
闘11l >10 甘I ti 

分時3ll／0贔時4分!O 0 i 2分0i30 分

時

間

◎
社
会
保
険
一
日
（
出
張
）
相
談

◎
健
康
相
談

時
午
創

7
月
29
日
（
火
）
一
保
建
セ
ン
タ
ー
一

1
時

30
分
？

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
成
人
病
検
診

◎
7
月
の
不
燃
物
収
集

▽

収

集

日

7
月

15
日
（
火
）
か
ら

（
出
す
の
は

7
月
1
4
日
中
に
）
＇

▽

収

集

地

区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生

小
藪
・
大
和
・
肱
栄

中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
・
大
谷
・
鹿
野
川

7
月

8
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る
場
合

は
、
印
鑑
．
鑑
札
・
予
防
注
射
済
票
を

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

▽

日

時

◎
不
用
犬
の
引
取
り

時
午
後1

時
30
分
？

7
月
1
日
（
火
）
＿
保
健
セ
ソ
タ
ー
一

日

程

場

所

間

◎元気印教室

口冒◎そよ風の会

7 7 

且 り 日

日 日

金 水
程

,Jヽ 月 正 嘉

藪 野 山 城 場
集

尾 ＾ ム、
集

集
会 会 民 会 所
所 所 館 所

時>ぶ ［ >時ぶ ［ 
時

間

◎
う
き
う
き
ク
ラ
ブ

所

日

程

場

間

程

時

午
前9

時
30
分
？

7
月
16
日
（
水
）
一
肱
川
町
公
民
館

日

場

所

間

◎
竹
の
子
ク
ッ
キ
ン
グ


